
第21表 毛塚32号墳出土円筒埴輪観察表（第49~58図）

番号 器種 胎土 焼成 色調 残存 外面調整 本／2cm 内面調整 本／2cm 備 考

4 円筒 AGHJ A D 90 縦ハケ 10 斜ハケ II 基部R接合突帯間隔異なる

5 円筒 AFHJK A A 80 縦ハケ 10 ナデ・斜ハケ II 

6 円筒 AFHJ A C 70 縦ハケ II ナデ・斜ハケ 10 突帯閻隔異なる

7 円筒 AFHK A' F 90 縦ハケ 12 ナデ・斜ハケ 10 須恵質

8 円筒 AGHJ A D 75 縦ハケ 12 ナデ・斜ハケ 10 一部須恵質底面藁状圧痕， 円筒 AFHJ A C 80 縦ハケ 12 ナデ・斜ハケ 10 一部須恵質基部R接合

10 円筒 AFHK A B 70 縦ハケ 12 ナデ・斜ハケ 10 底面棒状圧痕

l l 円筒 AFHJ A B 70 縦ハケ 10 ナデ・斜ハケ II 基部R接合

12 円筒 AFGH A B 80 縦ハケ 12 ナデ後・斜ハケ 10

13 円筒 AFHJ A B 85 縦ハケ II ナデ・横ハケ 10 突帯貼付雑 ごまかしナデ

14 円筒 AFHJ A D 75 縦ハケ II ナデ・斜ハケ 12 

15 円筒 AHJK A' F 80 縦ハケ 10 ナデ・斜ハケ 10 須恵質若干焼き歪む

16 朝顔 AFHJ A B 80 縦ハケ 20 斜ナデ 10 

17 朝顔 AFHJ A C 20 縦ハケ II 横ハケ 9北西周溝下層

18 朝頻 AFHJ A D 35 縦ハケ II 横ハケ・ナデ 12 

19 円筒 AGHJ A' F 40 縦ハケ 10 縦ハケ 10|須恵質突帯三角形～低台形 口唇内而凹面なし

20 円筒 AFHJ A B 40 縦ハケ II 斜ハケ 12 

21 円筒 AFHJ A A 15 縦ハケ 10 斜ハケ II SDIO 

22 円筒 AFHJ A D 20 縦ハケ II 斜ハケ 9北西周溝 内面「X」ヘラ記号

23 円筒 AFHJ A B 70 縦ハケ II 斜ハケ II 内面ほぼ全面ハケ

24 円筒 AFHJ A B 45 縦ハケ II 斜ハケ 9透孔一部残存

25 円筒 AFHJ A D 40 縦ハケ IO 斜ハケ 12 

26 円筒 AFHK A C 60 縦ハケ II ナデ・斜ハケ II 基部R接合基部内面横位ナデ

27 円筒 AFHJ A C 45 縦ハケ 12 斜ハケ 10 

28 円筒 AFHJ A C 35 縦ハケ 10 ナデ・斜ハケ 10 透孔一部残存

29 円筒 AFHK A B 50 縦ハケ 10 横・斜ハケ 10 

30 円筒 AFHJ A C 40 縦ハケ 10 ナデ・斜ハケ 10 

31 円筒 AFHK A C 60 縦ハケ II ナデ・斜ハケ II 基部R接合基部内面横位ナデ

32 円筒 AFGH A' F 45 縦ハケ 12 斜ハケ・指ナデ II 須恵質突帯低台形

33 円筒 AFHJ A D 80 縦ハケ II ナデ・斜ハケ II 一部須恵質凝灰岩粒含む

34 円筒 AFHK A C 80 縦ハケ II ナデ・斜ハケ II 基部R接合

35 円筒 AFGH A C 30 縦ハケ 10 指ナデ

36 円筒 AFGH A C 30 縦ハケ II 斜ハケ II 

37 円筒 AFHJ A C 45 縦ハケ II ナデ 基部内而横位ナデ底面赤色粒子付着基部幅6.6cm 

38 円筒 AFHJ A D 35 縦ハケ 10 縦ハケ 12 底部下端黒色化 一部須恵質

39 円筒 AFGH A B 45 縦ハケ II ナデ・斜ハケ 10 

40 円筒 AFGH A D 45 縦ハケ 10 ナデ・斜ハケ 10 底面平坦基部幅5.7cm 

41 円筒 AFHJ A D 20 縦ハケ II ナデ・斜ハケ 10 北西周溝基部R接合

42 円筒 AFHJ A A 20 縦ハケ 10 斜ハケ 12 SDIO 基部幅5.7cm 

43 円筒 AFHJ A A 25 縦ハケ II ナデ 北西周溝底面平坦

44 円筒 AFHJ B C 20 縦ハケ II ナデ 底面平坦

45 円筒 AFHJ B C 20 縦ハケ II 指ナデ 基部幅6.4cm 

46 円筒 AFJK A D 30 縦ハケ 5ナデ 底面棒状圧痕

47 円筒 AFHJ A D 20 縦ハケ II ナデ・斜ハケ II 北西周溝下層基部R接合

48 円筒 AFHJ A A 25 縦ハケ 10 指ナデ 北周溝底面平坦

49 円筒 AFHJ B C 25 縦ハケ 10 指ナデ・斜ハケ 10SDIO (C8G) 基部R接合基部幅5.8cm

50 円筒 AFH A A 破片 縦ハ L 斜ハケ 10 SDIO 外面棒状工具に ナデ

円筒 A F日J A A 破片 縦ハケ 10 斜ハケ 10 SDIO (B9G) 

A 破片 縦ハケ 10 斜ハケ 10 

A A 破片 縦ハケ 11 ナデ・斜ハケ 9 SDJO (ll9G) 

A C 破片 縦ハケ 10 斜ハケ II SDIO (C8じ）

破片 縦ハケ 17 斜ハケ 17 リッジ右脇

A 破片 縦ハ IO 斜ハケ ll SDIO (D7G) 透孔一部残存

57 円筒 AFHJ A A 縦ハ 10 10 北内周溝下層

58 円筒 HJ 破片 縦ハケ II 

59 円筒 A 日 A A 破片 縦ハケ II 北東周溝外面へ記号透孔一部残存

60 円筒 AFHJ A A 破片 縦ハケ 11 透孔一部残存

61 円筒 AFH J A A 破片 縦ハケ ， ^部残存
円簡 A FI 破片 縦ハケ 9透孔一部残存

63 円筒 AFH B C 破片 縦ハ 10 



第１図　埼玉県の地形図

番号 器種 胎土 焼成 色調 残存 外面調整 本／2cm 内面調整 本／2cm 備 考

64 円筒 AFHJ A D 破片 縦ハケ II 斜ハケ 9 SDIO (C8G) 透孔一部残存

65 円筒 AFHJ B C 破片 縦ハケ II 斜ハケ 9透孔一部残存

66 円筒 AFHJ A A 破片 縦ハケ 10 斜ハケ 10 北西周溝下層 透孔一部残存

67 円筒 AFHJ A D 破片 縦ハケ 10 斜ハケ II 透孔一部残存

68 円筒 AFHJ A C 破片 縦ハケ II 斜ハケ II 透孔一部残存

69 円筒 AFHJ B D 破片 縦ハケ II 斜ハケ l l 透孔一部残存

70 円筒 AFHJ A D 破片 縦ハケ II 斜ハケ II 透孔一部残存

71 円筒 AFHJ B C 破片 縦ハケ II 斜ハケ 10 透孔一部残存

72 円筒 AFHJ B C 破片 縦ハケ II 斜ハケ 10 SDIO (CSG) 透孔一部残存

73 円筒 AFJK A D 破片 縦ハケ 7横ハケ 6 SDIO (D6G) 

74 円筒 AFJK A D 破片 縦ハケ 6横ハケ 5西周溝透孔一部残存

75 円筒 AFHJ A B 破片 縦ハケ 9斜ハケ 9 SDIO (CSG) 

76 円筒 AHJK A' F 破片 縦ハケ 10 斜ハケ 10 須恵質

77 円筒 AFJK A D 破片 縦ハケ II 斜ハケ l l 北西周溝大型円筒透孔一部残存

78 円筒 AFJK A B 破片 ナデ ナデ 大型円筒 内面ヘラ記号透孔一部残存

79 円筒 AFHJ A D 破片 縦ハケ 10 横ハケ 10 赤彩痕透孔一部残存

80 円筒 AFJK A B 破片 ナデ ナデ 北西周溝 内面ヘラ記号一部残存

81 円筒 AFJK A B 破片 縦ハケ 12 横ハケ 12 北西周溝 内面ヘラ記号一部残存

82 円筒 AFJK A B 破片 縦ハケ II 横ハケ l l 北西周溝大型円筒 内面ヘラ記号一部残存

83 円筒 AFJK A D 破片 縦ハケ 10 斜ハケ 10 北西周溝 内面ヘラ記号一部残存

84 円筒 AFHJK A C 20 縦ハケ II ナデ・横ハケ 12 大型円筒

85 円筒 AFHJK A C 40 縦ハケ II ナデ・横ハケ 12 大型円筒

86 円筒 AFH A C 30 縦ハケ II ナデ 大型円筒某部R接合内面ごまかしナデ

87 円筒 AFHJK A C 10 縦ハケ 10 ナデ 大型円筒底面棒状圧痕

【凡例】

胎土 A:白色粒 B ：角閃石 c ：石英 D ：雲母 E ：長石 F ：赤色粒 G ：黒色粒
H:白色針状物質 I:片岩 J ：砂粒 k ：小礫

焼成 A:良好 B ：普通 c ：不良 A'：須恵質
色調 A:暗赤褐色 B ：赤褐色 c ：橙褐色 D ：淡褐色 E ：乳白色 F ：灰褐色 G ：黒褐色

毛塚33号墳（第60図）

調査区西側の B-4•5 、 C•D-4·5·6 グ

リッドに位置し、第 1• 3~7号溝跡が墳丘や周溝

を壊している。また填丘部分には第2 • 4 • 8号住

居跡が重複する。

西周溝の一部が保存区域にかかるため完掘するこ

とはできなかったが、調査区内には陸橋部は検出さ

れず、周溝の全周する円墳と考えられる。墳丘は既

に削平され、主体部等は検出されなかった。規模は、

墳丘径13.5 m、周溝径17.6mで、第32号墳よりも

一回り小さい。北側に第34号墳が近接するほか、

32 

している。

よ

っている

＜ 

1. 96 m、

層され、全体に焼土粒子やロームブロックを含み、

最下層に周溝掘削残土と想定されるロームブロック

を多量に含む黄褐色土（第7層）が認められた。

遺物は、北東周溝の上層から口縁を上にした状態

で完形の 1の土師器坪が出土した（第61図）。また

調査の不手際で詳細な記録を残せなかったが、土層

断面D-D' のセクションベルト内の中・下層から

2の赤彩された土師器坪が出土した。このほかに円

筒埴輪の破片が出上しているが、量も少なく、築造

当初埴輪を樹立していなかったものと想定される。

• 2は比企刑坪で、体部が深身で第32号墳か

したものよりも
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1 黒褐色土 ローム粒子、焼土粒子を少星含む
2 暗褐色土 ローム粒子を多埜に含み、焼土粒子を少星含む
3 黒褐色土 ローム小ブロックを少旦含む
4 暗褐色土 ローム粒子を多量に含み、ロームプロックを少量含む
5 褐色士 ロームプロックを多量に含む
6 暗褐色土 ロームプロックを多量に含む
7 黄褐色土 ロームプロックを多墓に含む
8 明黄褐色土 ロームブロックを多星に含む

第60図毛塚33号墳
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第61図毛塚33号墳出土遺物

第22表毛塚33号墳出土遺物観察表（第61図）

番号1 器種

土師器坪

2 I土師器坪
]4 [1器58高1底径1:台FH土k::1色褐調|讐[1誓孟： I比企型坪無： 考

12. 8 I 4. 6 I I A F H K 良好 にぶい褐 95 北周溝 比企型坪 口縁部外面及び内面赤色塗彩

毛塚34号墳（第62図）

調査区中央北端の B-5•6 グリッドに位置し、

第3 • 4号住居跡を切っている。墳丘の大部分が調

査区外に延びており、南周溝の一部を確認したにす

ぎない。現状は道路下となっており、培丘は完全に

削平された状態である。
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周溝は幅約1.7 m、深さ 0.58mの断面台形を呈す

る。埋土は4層に区分され、上層にローム粒子を含

む黒褐色土が堆積し、最下層に周溝掘削残土と想定

されるロームブロックを多量に含む明黄褐色土が認

められた。規模は円墳と仮定した場合、墳丘径約

9.4m、周溝径約12.6mと想定される。
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1 黒褐色土 ローム粒子を少駄含む
2 黒褐色土 ローム粒子を多葦に含む
3 暗褐色土 ロームブロックを多址に含む
4 明黄褐色土 ロームブロックを多はに含む（掘り方埋土）

゜
2,m 
l:BO 

第62図毛塚34号墳
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�
番号� 口径� 器高� 底径� 1段長� 2段長� 口縁長

� 1段/� 2段/�口縁長/�底径/
� � � � � � � � 器高� 器高� 器高� 口径�
� １� � � 14.3� 19.0

遺物は埋土中に混入した弥生土器がほとんどで、

疇古墳に伴うと考えられる遺物は、調査区競面の

表土直下から円筒埴輪が出土しただけである（第63

図）。口縁部を欠いた底部から体部の破片で、土圧

によって潰れた状態で出土した。

底径14.3 cm、第 1段長19.0 cmのやや最下段の伸

長化した2条突帯3段構成の円筒埴輪と考えられる。

基部はR接合で、外面調整はタテハケ、内面は縦位

の指ナデを施す。突帯は低平なM字形で、胎上に白

色針状物質の混入はなく、角閃石、赤色粒子、小礫

などが目立つ。色調は淡褐色である。

本墳の築造年代は、時期を示す遺物が円筒埴輪だ

けしかないため特定することは難しいが、最下段の

仲長化から第32号墳よりも後出する 6世紀後葉を

中心とする年代に比定しておきたい。
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第63図毛塚34号墳出土遺物

第23表毛塚34号墳出土円筒埴輪観察表（第63図）

番〉 1 胃盟 IA塁］k|焼APXI色Dw¥11|]9|；四9整本／2胃1塁乎9整本／2cm1基部R接合 備 考

第24表 毛塚34号墳出土円筒埴輪計測表（第63図）

| I I I I I I I I I I ：言：］ 1 幅第21：さ I 

透孔

縦x横

単位 (cm)

＝ 
(2)埴輪棺

第1号埴輪棺（第64図）

第32号墳の北周溝外縁に接して普通円筒埴輪を

転用した埴輪棺が 1基検出された。埋設土堀は平面

長方形で、長軸1.5 m、短軸0.4m、深さ 0.48m、

主軸方位N-76°-Eを指す。後世の撹乱によって

天井部は完存していなかったが、周溝底面よりも約

40cm上位の側壁に長辺側を扶り込んだ土漿内に埴輪

棺が埋設されていた。第32号墳の調査では、当初

このような周辺埋葬の存在を予想していなかったた

め、周溝埋土との切り合い関係は明確でないが、底

面よりも上の側壁に扶り込んでいることから、周溝

がある程度埋没した段階に掘削された可能性が大き

い。なお、土城の形態は、所謂「側壁挟り込み土坑」

（仲山1990)に類似している。

桔体は、入れ子にした 2個体の円筒埴輪を口縁部

で合わせ口にしたもので、全長1.12 cmを測る。最

終的に 5個体の円筒埴輪が復元された。その内訳は

3条疇3個体 2知蹄2個体を数える（第65図）。

棺身は4個体の円筒埴輪が用いられ、西から棺身1.

2 • 3 • 4とした。

棺身 1(No.37 :取り上げNo.、以下同じ）は3条突

帯円筒埴輪である。基部の一部に欠損がみられる。

欠損部分を下側に向けて置いていることから、故意

に打ち欠いた可能性も考えられる。埋設状態は、ロ

縁を東に向け、 2段目の透孔を上に、 3段目の透孔

を横に置き、口縁部に棺身2を差し込んでいた。

棺身2 (No.38)は、棺身 lと同工品の3条突帯円

筒埴輪である。本個体は棺身 lに差し込むために底

部から 2段目までを打ち欠く。破片は、底部片 (No.

27) 1片のみが残り、棺身 lの底部を塞ぐのに用い

られていた。その他の破片は出土しなかった。
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棺身3 (No. 40 + No.12~15 • 17が接合）は後世の

撹乱により上面を欠損していた。 2条突帯円筒埴輪

に復元され、他の棺身と同じく底部から 2段目まで

を打ち欠き、棺身4の中に差し込む。打ち欠かれた

下半部の破片 (No.3 • 5 • 10 • 31 • 33 • 45 • 46)は

棺身 lの上面の透孔を塞ぐもの (No.3 • 5)、棺身

2の上面に置かれたもの (No.10)、棺身 lの底部を

塞ぐもの (No.31 • 33)など各所に用いられていた。

棺身4 (No.28)は、棺身 1• 2と同工品の3条突

帯円筒埴輪に復元される。しかし、棺身3と同じく

後世の撹乱によった上面側を大きく欠損していた。

2段目以下が打ち欠かれ、口縁に棺身3が差し込ま

れる。下半部 (No.7~ 9、11• 20 • 22 • 24 • 35 • 36 • 

39 • 41 • 43)は細かく打ち割られ、 No.7は棺身2の

上面、 No.8は棺身 l上面の透孔を塞ぎ、 No.9は棺身

1の口縁に置かれていた。 No.11• 20は梢身2のロ

縁部、 No.22は棺身2の南側面の透孔を塞ぐため立

てられ、 No.24は棺身 lの南側面に立てられていた。

No.35は棺身 lの北側面の透孔を塞ぎ、逆にNo.36は

棺身 lの南側面を塞いでいた。また、 No.41は棺身
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第65図 第1号埴輪棺出土遺物
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2の南側面に透孔を塞ぐために立てられていた。 No.

39は棺身 lの内部から、 No.36は棺身の下面に敷か

れていた。

この他に棺身として用いられず、バラバラに割ら

れた2条突帯円筒埴輪l個体が復元され、棺身5と

した。全部で 13片に割られていた (No.1 • 2 • 4 • 

6 • 19 • 23 • 25 • 26 • 29 • 30 • 32 • 34 • 44)。No.1 • 

2・4・6は棺身lの上面、 19は棺身4の底部、 23.

25は棺身 lの南側面、 26は棺身 lの底部、 29は棺

身4の下面に敷かれ、透孔を塞いでいた。 30は比較

的大きな破片で、口縁を下にした状態で棺身4の底

第25表第1号埴輪棺出土円筒埴輪観察表（第65図）

部を塞ぎ、 32は棺身 lの底部を塞いでいた。また、

No.34は棺身 lの肖側面を塞ぎ、 No.44は下面に敷か

れていた。なお、合わせ目や底部、透孔の閉塞には

粘土などはまったく用いられていなかった。

円筒埴輪のうち 3条突帯の棺身 1• 2 • 4は、同

ーエ人による作品と考えられもので、埴輪棺に用い

るために一括して入手した可能性がある。一方、 2

条突帯の棺身3 • 5は、西側に隣接する第28号墳

の円筒埴輪の中に類似したものがあることから、樹

立していた円筒埴輪を転用した可能性もあろう。

番号 器種 胎土 焼成 色調 残存 外面調整 本／2cm 内面調整 本／2cm 備 考

l 円筒 AFHJK A B 90 縦ハケ 20 斜ナデ 基部R接合

2 円筒 AFHK A B 80 縦ハケ 19 斜指ナデ

3 円筒 AFHJK A C 70 縦ハケ 12 斜ハケ 16 内面縦位の指ナデ

4 円筒 AHJK A B 80 縦ハケ 19 斜指ナデ 基部R接合外面に板目圧痕

5 円筒 FGHK A C 75 縦ハケ 14 斜ハケ 13 基部R接合内面縦位の指ナデ

第26表第1号埴輪棺出土円筒埴輪計測表（第65図） 単位 (cm)

番号 ロ径 器高 底径 1段長 2段長 3段長 口縁長
1段／ 2段／ 3段／ 口縁長／ 底径／ 第1突帯 第2突帯 第3突帯
器高 器高 器高 器高 ロ径 幅 最さ 幅 尚さ 幅 渦さ

I 23 8 43 6 (13. 5) 12. 4 9. I 10 0 12 I 28 4% 20 9% 22. 9% 27. 8% 56. 7% I 3 0. 7 I. 9 0. 8 2 0 0 8 
2 26. 5 43. 9 (13. 8) II. 7 9. 5 10. 2 12. 5 26. 7% 21. 6% 23. 2% 28. 5% 52. 1% 2. 3 1.0 I. 9 0. 9 2. 2 0. 8 
3 28 5 34 7 14. 9 9. 7 12 6 12 4 28 0% 36 3% 35 7% 52. 3% 2 5 0. 5 2.4 0. 5 
4 (26 2) 44 7 13. 7 13. 2 9. 7 9. 9 II 9 29 5% 21 7% 22. 1% 26. 6% 52. 3% I 4 0. 8 I. 9 0. 7 2 2 0 8 
5 25. 2 34. 4 (13. 3) II 3 12. 2 10. 9 32. 8% 35. 5% 31. 7% 52. 8% 1.8 0. 5 2. 0 0. 5 

(3)その他の遺構と遺物

埴輪集中区（第66図）

E-8グリッドに位置する。試掘調査の際に、第

32号墳の周溝外側から円筒埴輪が単独で出土したこ

とから、埴輪棺の可能性が指摘されていた。口縁部

を中心とする円筒埴輪の破片がややまとまった状態

で出土した。

本調査の結果、出土地点には明確な掘り込みを確

認することができず、円筒埴輪の破片がわずかに検

らの単独出土であり、

り
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第67図埴輪集中区出土遺物

第27表埴輪集中区出土円筒埴輪観察表（第67図）

番号 器種 胎士 焼成 色調 残存 外面調整 本／2cm 内面調整 本／2cmI 備 考

1 円筒 AFGK B E 55 縦ハケ 14 斜ハケ・指ナデ 14

2 円筒 AFJK B F 30 縦ハケ 10 ナデ・斜ハケ 10 透孔一部残存

3 円筒 AFJK A E 破片 縦ハケ 12 斜ハケ 12 

4 円筒 AFJ B E 破片 縦ハケ 10 横ハケ 10 内面にヘラ記号あり

を呈し、乳白色に焼き上がる。 2~4もほぼ同じ特

徴を示し、 4は内面にヘラ記号が一部残存する。こ

れらの特徴は、第28号墳出土の円筒埴輪の中に類

似するものが含まれており、何らかの目的で埴輪を

再利用した可能性も考えられよう。

時期的には6世紀中葉の古い段階に比定される。

第1号性格不明遺構（第68図）

調査区北西端、 B•C-4 グリッドに位置する。

第9号住居跡を壊して構築された大型の上壊である。

試掘調査の際、一面に凝灰質砂岩の削屑と緑泥片岩

の細片が広がり、また上面から湖西産の須恵器長頸

瓶が出上したこともあって、横穴式石室の痕跡の可

能性が指摘されていた。

慎重に確認作業をおこなった結果、確かにチョウ

ナによって削った痕跡を残す凝灰質砂岩（写真1)

が多量に出土しているものの、その多くは拳大ほど

の不定形に割られており、石室構築材とは考えにく

い。また、伴出する緑泥片岩もハッタ際に生じた細

片（写真2)が多い。これらの点から、石室の構築

過程において生じた不要な削屑を一括廃棄した可能

写真1加工痕の残る凝灰質砂岩片
（チョウナ削りの連続加工痕。刃幅7~8cm。)

写真2緑泥片岩の細片
（玄門石や天井石に使用されたのであろうか。）
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SXl 
1 暗褐色土 ローム小ブロック、凝灰質砂岩ブロックを少試含む
2 暗褐色土 凝灰質砂岩ブロック、緑泥片岩小片を多量に含む
3 黄褐色土黒色土をブロック状に含む
4 暗褐色土 ローム小ブロック、炭化物粒子、凝灰質砂岩粒子を少贔含む
5 暗褐色土 ローム粒子、炭化物粒子を少贔含む
6 黒褐色土 ローム粒子、炭化物粒子を少葺含む
7 黒褐色土 ローム小ブロックを少最含み、炭化物を微最に含む
8 黒褐色土 ローム粒子を少且含み、炭化物を微贔に含む
9 暗褐色土 ローム粒子、焼土粒子、炭化物粒子を多鼠に含む
10 褐色土 ローム粒子を少贔含む

゜
2m 

＇ 1 : 60 

第68図第1号性格不明遺構

性が考えられる。また、土層断面の観察によれば、

これらの加工石材を含む土砂が北側から流入したこ

とが明らかであった。

さらに下層を調査すると、長軸4.7m以上、短軸

2.5m、深さ1.75 mのローム土を袋状に大きく掘り

込んだ不整形の土壊であることが判明した。壁面は

オーバーハングし、天井部が大きく張り出していた。

底面は凹凸があり、北側にステップ状の掘り残し部

分と南側には焼土が認められた。

遺物は、第9号住居跡に伴う弥生土器が多く出土

しているが、試掘調査の際に確認面から破砕された

須恵器長頸瓶が出土した（第69図）。須恵器長頸瓶

は、高台がつき外面に自然釉が付着する。湖西産と

10cm 
1 9 4 

第69図第1号性格不明遺構出土遺物

第28表第1号性格不明遺構出土遺物観察表（第69図）

番？I須：器長口頁瓶］心悶I竺59|98 :| 9G[ |：ばI色灰： I]9|冑、［竺竺I口頸部～体部？半自然釉考湖西産
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推定され、 7世紀末葉から 8世紀初頭の所産である。

これらの点からやや想像をたくましくすれば、こ

の土壊の性格については、近隣における横穴式石室

墳の築造に伴って、石室の裏込め、あるいは墳丘築

成に必要なローム土を採土した土堀を黒色土で埋め

戻し、さらにその上面に石室構築時に生じた加工石

材の削屑を意図的に敷き詰めたものと考えられる。

また湖西産須恵器の長頸瓶を破砕し、廃棄している

ことから古墳築造に伴う一連の儀礼行為の一端をう

かがわせるものとして、注目されよう。

調査区出土遺物

円筒埴輪（第70図）

帰属遺構の不明な円筒植輪を一括する。 1 • 2は

ハケメが粗く、突出度のある断面台形の突帯をもつ

もので、口縁部が外反せずに開く。 1は外面を赤彩

し、古相を呈する。 6世紀前半にさかのぼるものと

想定される。なお、第32号墳（第57図73• 74)や

第33号墳（第61図3)からも同様のものが出土し

ており、周辺にこの時期の古墳の存在を示唆する。

3は内面に「X」と考えられるヘラ記号がみられる。

4は外面に木ロナデ調整を施し、やや粗雑な仕上げ

である。 5は胎土・焼成・色調・調整手法など第32

号墳の円筒埴輪に共通しており、第 1号溝跡に混入

したものであろう。

形象埴輪（第71• 72図）

形象植輪は、第32号墳を東西に横断するように

走行する第9• 10号溝跡を中心に出土しており、第

32号墳に伴うものが含まれている可能性が高い。

l~13は人物埴輪の破片である。 1~3は島田

謡の破片で、 I • 2は台形、 3は撥形を呈する。 4・

5は顔の破片で、円環状の耳や顎の表現などが酷似

しており、同ーエ人による作品と考えられる。頬か

ら顎にかけて赤彩を施す。 6は人物の顎から頸部に

かけての破片で、背面を中心に頸飾の表現が残る。

7は大刀の柄の部分で、粘土紐成形である。 8は、

掌に粘土紐を貼り付け、指を一本一本表現する。 9

~11は腕の破片で、いずれも木芯中空成形である。

9は基部の破片、 10は手首に近い部分、 11は左腕
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第70図調査区出土円筒埴輪

第29表調査区出土円筒埴輪観察表（第70図）
番号 器種 胎土 焼成 色調 残存 外面調整 本／2cm 内面調整 本／2cm 備 考

1 円筒 AFJK A E 破片 縦ハケ 6横ハケ 5表採外面赤彩

2 円筒 AFJK A E 破片 縦ハケ 7ナデ SDI (C5G) 

3 円筒 AFJK A D 破片 縦ハケ 10 ナデ・斜ハケ 10 B6G 内面ヘラ記号「X」か

4 円筒 AFJ A D 20 木ロナデ ナデ SDI (C5G) 底面棒状圧痕

5 円筒 AFHJ A B 25 縦ハケ 11 ナデ SDI (C5G) 底面平坦
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であろう。 12は胴においた掌を表現したものであろ

うか。 13は円筒部に粘土紐を貼り付け裾部を表現し

た半身像であろう。

14~17 • 19は馬形埴輪の破片である。 14はf字

鏡版を装着した口部の破片で、口の切り込みがある。

15は中実の鈴。 16は後輪から雲珠に向ってのびる

3本の革帯を粘上紐によって表現する。剥離してい

るが三鈴杏葉を垂下している。 17は蹴部分の破片で

ある。 19は馬形埴輪の腹部の破片と考えられる。

18 • 20は不明形象埴輪である。 18は板状の破片で、

外面に粘上紐を貼付した剥離痕が残る。 20は図示し

た左端に小円孔がみられる板状の破片である。

形象埴輪は木芯中空成形の腕や円環状の耳表現な

どに桜山窯跡群との共通表現がみられる。
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第30表 調査区出土形象埴輪観察表（第71• 72因）
番号 器種 胎士 焼成 色調 外面調整 本／2cm 内面調整 本／2cm 備 考

1 人物 櫂 AFHJ B C ハケメ・ナデ ハケメ・ナデ SDIO (C8G) 板状台形儲

2 人物 謡 AFHJ A D ハケメ・ナデ 10 ハケメ・ナデ 8 SD9 (B9G) 板状台形謡

3 人物 髭 AFHJ A C 縦ハケ l l ナデ・斜ハケ 10 SDIO(B9G) 板状撥形稲

4 人物 顔面 AFHJ A C ナデ ナデ SRI東溝 目から頬にかけて赤彩

5 人物 顔面 AFHJ A C ナデ ナデ SDIO(B9G) 頬から顎にかけて赤彩

6 人物 頭部 AFHJ A D ハケメ・ナデ 10 ナデ SDIO（試掘） 顎粘土帯貼付頸飾剥離

7 人物 刀柄 AFHJ A B ナデ ナデ C7G 粘土紐成形

8 人物 掌 AGH A D ナデ ナデ SD9(B9G) 指粘上紐成形掌に剥離痕あり， 人物 腕 AFGH A D 指頭圧痕 ナデ SKl3(E9G) 腕基部木芯中空成形

10 人物 腕 AFGH A D ナデ E9G 木芯中空成形 中空部螺旋状痕あり

II 人物 左腕 AFHJ A C ナデ ナデ SDIO 木芯中空成形

12 人物 胴部 AFGH A F 縦ハケ 10 ナデ C6G 外面粘土紐貼付（掌か）

13 人物 裾部 AFGH A B 縦ハケ・横ナデ ll 指ナデ SDIO (B9G) 外面白泥付着透孔一部残存

14 馬 鏡板 AFHK A C ナデ ナデ SDIO (D6G) f字形鏡板右側頭部

15 馬 鈴 AFHJ A B ナデ SDIO (D7G) 粘土塊成形

16 馬 尻繋 AFHJ A D ハケメ 10 ナデ SDI (C5G) ・SD9 (B9G) 三鈴杏葉の表現

17 馬 甑 AFHK A D ハケメ II ナデ SDIO (CSG) 甑粘土板貼付

18 不明 AFHJ A C ハケメ・ナデ ナデ・粘土紐痕 SD9 外而粘土紐剥離痕馬か

19 馬 腹部 AFHJ A D ハケメ 18 ナデ SDIO (C5G) 粘土帯成形

20 不明 AFHJ B C ナデ ナデ SDIO 外面突帯貼付小円孔あり
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第１図　埼玉県の地形図

4.中・近世の調査
今回の調査で検出された中・近世の遺構は、溝跡

9条、室跡3基、集石土堀 l基、土壊57基、ピッ

ト78基である。遺物には板碑や北宋銭などの中世

のものも若干含まれているが、 17世紀後半から 18

世紀前半のものが中心である。

次に、今回調査された中・近世の遣構・遣物の位

置づけを考える上で重要な歴史的背景について簡単

にふれておきたい。天正18年(1590)の徳川氏の

関東国替え後、毛塚村は、隣接する宮鼻村、香仏寺
ただまつ

村、田木村、岩殿村とともに横田手松(1554~1635)

に知行され、以後横田氏によって領地支配されるこ

ととなった。横田ヂ松は、武田信玄・勝頼の二代に

仕え足軽大将を勤めたが、武田氏没落後、家康に召

抱えられている。覚永12年(1635)に手松が亡く
のぶとし

なると、その遺領五千石は三男述松が継ぎ、そのう
たねとし

ち一千石が弟胤松に分知された。その結果、宮鼻五

ヶ村は東西両分の相給知行とされ、毛塚村に在郷し

て地方支配に当たっていた家臣関口孫兵衛・坂本庄

右衛門の二人が、それぞれ西分・東分の地役代官と

なったことが知られている（東松山市1985)。

さて、今回の第4次調査区は東分の地役代官であ

る坂本家の屋敷地の西側に隣接するとともに、その

墓所が調査区南側の薬師堂裏手に所在する。また古

老の話によれば、地元では調査地点の場所を「中屋

敷」と呼んでいたという。このように今回の調査で

検出された近世の遺構や遺物は、代官屋敷との関連

性のうかがわれるものと考えられる。

(l)溝跡

73 

遺物は、円礫に混じって陶磁器、羽口、板碑、石

器が出土したほか、サザエ、アワビ、ハマグリなど

の貝殻がまとまって出土した（第80図）。

石器には5の敲石、 6・7の磨石がある。敲石は

上半部を欠損し、底面は平坦で、敲打による細かい

剥離がみられる。ドングリなどの堅果類を潰すため

に使用したものと考えられ、民俗例にある「トチノ

ミ潰し」に類似する用途に用いられたのであろう。

ただし、弥生時代の石器の可能性も残る。

第2号溝跡（第74図）

調査区西端のD•E-4 グリッドに位置する。北

東から南西に向かって直線的に延び、北東端部で第

3号溝跡と重複する。確認長6.0m、幅I.48m、深

さ0.36mを測り、断面台形である。底面は、土堀

状に浅く窪んでいたが、おおむね平坦である。

遺物は総じて少なく、弥生土器、須恵器などの破

片が出土しただけで、時期を示す遺物はない。

第3号溝跡（第74図）

調査区西側のD-4グリッドに位置する。北西か

ら南東へ向かって延び、第2号溝跡、第33号墳と

重複する。確認長5.1m、幅1.34m、深さ 0.28mで、

底面は平坦である。

遺物は少なく、縄文土器や弥生土器とともにロク

ロ土師器の坪の破片が出土した。

第4号溝跡（第75図）

調査区北側のB•C-5~7 グリッドに位置する。

第32号墳と第33号墳の周溝を結ぶように東西方向

に直線的に延び、西側は第33号墳の墳裾をかすめ

ながら、
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る

って る。 2'盈，、

る

し

と

1. 36~2.0 0.37 ヵ 7
 
と

79 



SJ4 

SS33 

＼
 

A29.60 A' 

3、 三言

SDl 
1 明褐色土 ローム粒子を少量含む
2 明褐色土 ローム小ブロックを多最に含む
3 明褐色土 ロームブロックを多量に含む
4 暗褐色土 ローム小ブロックを少最含む
5 黄飼色七 かム七を l：体とする

SJ2 

。1。こ SJ5 

ぷふ

B2960 

1 OO 

80 



ー

し

＿

脅
令
ぶ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

`~ 

B20.60 B' 
．．  

冒 S33

SS33 

□゚

｀ 
SJJ 

A29.50 A' 

冒
拿
ラ
令

命
浪

SD2 
1 黒褐色土 ローム粒子を少蔽含む
2 黒褐色土 ローム小プロックを少量含む
3 暗黄褐色土 ロームプロックを多呈に含む

＇ ＇ ヽ ゜
2,m 
1 : 60 

゜
2,m 
1．的

第74図第2・3号溝跡

方向が一致することから同一の溝跡と考えられる。

確認長9.2m、幅1.27 m、深さ 0.26mで、底面は

平坦である。

遺物は少なく、弥生上器が少量出土した。

第6号溝跡（第77図）

調査区中央北側のC-6•7 グリッドに位置する。

第32号墳の周溝と第33号墳の周溝を結ぶように大

きくカーブしながら延びている。確認した長さは約

り、南姻部は斜面の傾斜に沿って浅くな

ーー

。
る

で
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も

さ
ろ

と

くオーバーハ

第7号溝跡（第76図）

調査区西側の C-4•5 、 D-4 グリッドに位置

する。第 1号溝跡から西へ向かい、第8号住居跡と

の重複部分で南へと向きを変えたようである。しか

し、調査時には南流する第5号溝跡との先後関係に

ついては明確にし得なかった。幅0.5m前後で掘り

込みは全体に浅い。遺物は、弥生土器の小片が出土

しただけでほかには出土していない。
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第10号溝跡（第79図）

調査区北側の B-8~10、 C-7•8 、 D-6~

8グリッドに位置する。 2箇所で直角に屈曲しなが

ら東西方向に延び、第32号填の墳丘部分を大規模に

削平しながら横断する。幅2mを越える部分もある。

遺物は、陶磁器、焙烙、揺鉢、土師質皿、砥石、

石臼、磨石、板碑、火打金、鉄釘などの多種・多様

な遣物が出土した。陶磁器類は主に 18世紀代の製
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第１図　埼玉県の地形図

品である。中でも、溝が直角に折れ曲がった位置か

ら人頭大の円礫とともに出土した小型の鋳銅製仏像

は注目される。蓮華座の上に座り、頭上には大きな

髯を結び、右手に宝剣を持っている。その表現から

一髯文殊菩薩座像と考えられる。文殊菩薩は通常経

第31表第 1号溝跡出土遺物観察表（第80図）
番号 材質 器種 法量(cm)(g) 

1 土器 鉢 現存高6.3 底径(13.8) 

巻を左手に持っているが、この場合は筐箱を掌に載

せていたようである。衣は線彫りで畏を柔らかく表

現する。鋳造製で、鋳型の合せ目が明瞭に残る。底

面には鑢がけした擦痕がある。念持仏として日常身

に普けたり、身近に置いて拝んでいたのであろう。

石材 備 考

2 土製品 羽口 長径8.9 短径6.I 孔径2.5 厚2.0 重量288 ガラス質付着

3 石製品 板碑 現存長18.3 現存幅15.0 厚2.5 緑泥片岩 口永十八八月□日
4 銅製品 銭貨 銭径2.3 内径I.7 銭厚0.I 量目］．0 1/2欠損新買永通賓か

5 石器 敲石 現存長12.2 幅7.0 厚5.9 重量677.1 砂岩 弥生時代の石器の可能性が残る

6 石器 敲石 現存長8.4 幅8.4 厚3.9 童量399.4 閃緑岩

7 石器 敲石 現存長6.0 幅7.8 厚5.7 重量362.5 砂岩

第32表第9号溝跡出土遺物観察表（第80・81図）

番号 材質 器種
法量(cm)(g) 

形状 文様
備 考

ロ径 器高 底径 石材

8 陶器 小皿 11. 2 2.3 (6.4) 稜皿形 笹か 瀬戸・美濃系 灰釉・鉄釉， 土器 灯明皿 (lo. 9) 2.9 7.4 平形無尚台 内外面油煙付着

10 妬器 甕 常滑産外面格子目文

11 石製品 石臼 現存長14.9 器高8.5 上臼 安山岩

12 石器 敲石 現存長6.3 幅8.3 厚4.I 重量301.3 安山岩

13 銅製品 飾金具 径1.8 X 1. 75 高0.5 厚0.I 重量I.4 外縁に一対の爪状の突起がつく

第33表第9号溝跡出土遺物観察表（第80・81図）

番号 材質 器種
法量(cm)(g) 

形状 文様 備 考
口径 器高 底径 口受幅 石材

14 陶器 土瓶蓋 8.8 I. 5 1.8 7.0 透明釉・緑色釉

15 陶器 中碗 (11. 1) 7.8 4.5 丸形 外面青緑釉 内面透明釉

16 陶器 中碗 (1 0. 8) <4.9> 天目形 鉄釉

17 陶器 小皿 (8. 6) 2.3 (4. 9) 盤形 透明釉

18 陶器 香炉 (10. 8) 7. 7 5.6 半筒形 草か

19 妬器 捕鉢 口縁無装飾 常滑産

20 妬器 擢鉢 く6.4> 12.4 常滑産

21 土器 灯明皿 (lo. 5) I. 9 (6. 2) 平形無尚台 口縁部に油煙付着

22 石器 砥石 現存長9.3 幅3.4 厚1.5 電量68.5 凝灰岩 三面に鋸切痕

23 石器 砥石 現存長9.3 幅2.6 厚2.3 重量69.3 凝灰岩

24 石器 砥石 現存長9.6 幅3.0 厚3.6 重量153.8 凝灰岩 三面に鋸切痕

25 石器 敲石 現存長7.5 幅8.6 厚4.5 重量409.8 安山岩

26 石製品 石臼 現存長18.8 器尚<6.3> 孔径(2.6) 上臼 砂岩 茶臼 8分割II本

27 石製品 石臼 現存長22.18 器蘭18.0 砂岩

28 石製晶 石臼 現存長25.4 器商8.5 上臼 砂岩 6分割6本

29 仁製品 板碑 硯存長13.I 坦存幅14.8 厚2.9 緑泥片岩 山形から二条線にかけての破片

30 石製品 板碑 現存長］6.5 現存幅15.0 )旱3.4 緑泥片尉 山形から粕部の破片

31 石製晶 板碑 坦存長8.9 現存幅5.5 厚I.1 緑泥片宕 種子あり

32 石製品 板碑 坦存長10.8 視存幅9.7 厚1.8 緑泥片岩 銘文あり

33 鉄製品 火打金 長＆o 幅2み4 厚0.4 市量25.4 の字刑

34 銅製品 煙管 火皿径1.6 重量2.5 應首

35 鉄製品 棒状品 現存長12.3 厚0. XO. 65 重量16.0 断而矩形緩やかに屈曲

36 鉄製晶 釘 長6.1 頭部幅l.65 厚()6 軍鼠8.1 

37 鉄製品 釘 硯存長6.l 頭部幅I.2 厚0.5 重量9.5

38 鉄製品 釘 現存長4.3 船0.6 重呈2.2

39 銅製晶 銭貨 銭径2.2 内径I.9 銭厚0.I 呈日2.I 新貸永通賽

40 銅製品 仏像 総閻4.3 像閥2.7 台座閥l.6 台座幅2.5 虚量55.4 鋳型の合せ目が残る



(2)室跡
ちかむろ

江戸遺跡において「地下室」と呼称される、地下

を利用して空間（主体部）を設け、各種の目的に利

用された遺構を、ここでは「蓋砿」として通有の上

墟から区分した。構築時期については、共伴遺物が

なく明確でないが、近世の所産と考えられる。性格

については、貯蔵施設としての「穴蔵」や「地下式

麹室」などが想定されているが、特定できない。

今回の調査では室跡が3基検出されている。ただ

し、調査期間や作業の安全性などを考慮して、縦坑

状に掘り込まれた出入口部のみの調査にとどめ、主

体部の精査を断念した。

第1号室跡（第84図）

調査区東側の B•C-9 グリッドに位置する。旧

番号は第60号土横である（略号： SK60)。台地平

坦部に構築され、第10号溝跡の南に接している。

出入口部を南に設け、主体部を北におく。全長3.85

m、主体部長2.67mを測り、主軸方位はN-4°―

Wを指す。出入口部は、垂直に掘られた縦坑で、平

面形は長方形を呈し、確認面からの深さ1.75 mを

A 

A28.oo 

84図第l.

92 

測る。出入口部と主体部の間には玄門状の短い通路

が介在している。主体部は完掘できなかったが、奥

壁に向かって幅を減じる羽子板形と推定され、前壁

幅1.5m、奥壁幅1.05mを測る。壁面は大半が崩落

していたが、遺存部は平滑に仕上げられていた。天

井部も同様に崩落していたが、ロームの天井部をも

っていたことが土層断面からうかがわれた。

遺物は埋土上層から容器形の不明石製品、石臼片、

煙管吸口が出土したほか、図示しなかったが陶磁器、

焙烙、土師質皿、在地産捕鉢などが出土している。

近世の所産としてよいだろう。

第2号室跡（第84図）

調査区中央のE-7グリッドに位置する。旧番号

は第28号土城である（略号： SK28)。長方形を呈

する縦坑状の出入口部を南に設け、主体部は第32

号墳の南周溝と重複する。出入口部のみの調査で、

確認面からの深さ1.75 mを測る。壁面は全体に平

滑に仕上げられていた。

遺物は、掴鉢、焙烙の破片が出土していることか

ら近世の所産と考えられる。

第2号室跡(SK28)

A' ロロ：
A' A2Boo A' 



第3号室跡（第89図）

調査区東側のC-8グリッドに位置する。旧番号

は第61号土堀である（略号： SK61)。東側に接す

る第31号土壊を出入口部が一部壊している。主体

部は調査できなかったが、北側に延びることがボー

リング探査で確認された。出人口部は不整円形の掘

り込みで、確認面からの深さ1.13 mを測る。

遺物は図示していないが、陶器瓶、磁器、石英（火

打ち石か）、焼土塊などが出土した。時期は近世の

所産と考えられる。
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第85図第1号室跡出土遺物

第34表第1号室跡出土遺物観察表（第80図）
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(3)集石土壊

第1号集石土壊（第86図）

調査区南側斜面部のF-7グリッドに位置し、第

1号住居跡の南に近接する。

平面形は不整形で、長軸1.35 m、短軸1.Im、主

軸方向はN-42°-Wを指す。確認面からの掘り込

みは8cmと浅く、底面上に暗黄褐色粘質土を貼り、

その上に拳大の円礫を一ないし二重に敷き詰めてい

た。おそらく、保水性を高める工夫であろう。集石

はややまばらで焼礫などを含まず、埋土にも焼土や

炭化物の混入はほとんどなかった。また主軸線上の

南東側に接して、径33cm、深さ 13cmのピットが掘

り込まれ、その内部にも礫が詰め込まれていた。埋

土はローム粒子を含む暗褐色土である。

遺物がまったく出土していないため、時期や性格

については不明である。なお、表土掘削時に周囲に

同様の礫の集中箇所が認められており、畠などの耕

作に関わる何らかの施設の可能性も考えられる。

(4)土壊

中・近世の所産と考えられる土堀は合計57基を

検出した。調査区南東部下位斜面を中心に分布して

おり、周囲にはピットが多数存在する。とりわけ第

40~45号土横周辺は段切状の削平面が確認されて

いる。土堀の平面形態は、長方形と円形を基調とす

るものが多い。ここでは、該期の遺物を出土した土

城を中心に説明を加え、その他については第35表

の土塙一覧表で説明にかえたい。

第14号土壊（第88図）

E•F-9 グリッドに位置し、長方形の土堀が重

したよう し）

c
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第86図第1号集石土堀

であるが、性格や用途については不明である。

第21号土壊（第88図）

D•E-5 グリッドに位置する楕円形平面の土堀

である。遺物は図示していないが、磁器の仏飯具、

焙烙の破片などが出土した。

第22号土壊（第88図）

E-5グリッドに位置する掘り込みの浅い不整形

の土堀である。遺物は、陶器香炉、備前系京焼風小

鉢片、鉄釘が出土した。

第23号土壊（第89図）

E-5グリッドに位置する円形の土墟で、断面形

o ど土_L._L./匡り‘“ら
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り
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第90図　土壙（４）

第35表土壊・室跡一覧表

番号 グリッド 長軸(cm)短軸(cm)深さ (cm) 主軸方位 平面形態 童複遺構 遺物 挿図

I E-9 (104) (102) 19 N-0° -S 不整形 弥生土器 第87図

2 E-9 72 50 15 N-42° -E 不整形 弥生土器 第87図

3 E-9 72 52 28 N-60° -E 不整形 弥生土器 第87図

4 E-9 62 48 23 N-40° -E 楕円形 土師質皿 第87図

5 E-9 210 52 64 N-42° -W 不整形 土師質皿焼土塊 第87図

6 E-9 174 113 44 N-41° -W 不整形 SK7 弥生土器円筒埴輪 第87図

7 E-9 136 72 42 N-18° -W 不整形 SK6 土師質皿 第87図

8 E-9 198 108 19 N-28° -W 不整形 焙烙 第87図， E-9 56 42 43 N-15° -W 不整形 第87図

10 E-9 264 54 39 N-25° -W 不整形 焙烙 第87図

11 E-9 144 94 42 N-47° -E 長方形 弥生土器 第87図

12 E-9 229 144 43 N-29° -W 長方形 SKl3 弥生士器円筒埴輪 第88図

13 E-8・9 125 97 35 N-72° -E 長方形 SKl2 弥生土器円筒埴輪 第88図

14 E•F-9 (263) 68 32 N-21° -W 不整形 磁器火鉢 第88図

15 E-8・9 54 41 30 N-90° -E 不整形 第88図

16 E-9 234 85 63 N-64° -E 不整形 SKl7 弥生士器円筒埴輪 第88図

17 E-9 (166) 154 15 N-42° -W 長方形 SKl6 土師質皿 第88図

18 E-9 26 22 28 N-40° -W 楕円形 第88図

19 B-8 (224) (138) 55 N-61° -W 楕円形か SRI 弥生土壊／弥生上器 第38・39図

20 C-8 110 98 44 N-0° -S 楕円形 陶磁器焙烙士師質皿砥石銅1ID.鉄釘 第88・92図

21 D•E-5 95 86 35 N-90° -E 楕円形 磁器（仏飯具） 焙烙 第88図

22 E-5 72 49 3 N-64° -E 不整形 陶器（香炉・京焼風小鉢） 鉄釘 第88・92図

23 E-5 147 133 45 N-25° -E 円形 陶器焙烙板碑砥石握り鋏 第89・92図

24 E-6 121 108 25 N-44° -W 不整形 磁器焙烙 第89・93図

25 E-6 99 62 25 N-74° -E 長方形 磁器 第89図

26 B-9 (207) 128 25 N-57° -E 楕円形か 弥生土壊／弥生土器 第38・39図

27 E-7 104 102 23 N-67° -W 円形 磁浩ごみ穴か 第89・93図

28 E-7 112 96 175 N-75° -E 長方形 SS32 2号室跡／播鉢焙烙 第84図

29 E-8 205 75 13 N-12° -W 不整形 摺鉢 第89図

30 E-8 (273) 172 22 N-26° -W 長方形か 陶器（香炉） 磁器 第89・93図

31 C-8 160 122 48 N-61° -E 楕円形か 3号室跡 陶磁器石英（火打石）焼土塊ごみ穴か 第89図

32 C-4 230 82 33 N-31° -E 不整形 SS33 磁器焙烙 第89図

33 F-7 123 63 72 N-11° -W 不整形 焙烙 第89図

34 F•G-7·8 (257) 177 86 N-28° -W 不整形 弥生土壊／弥生上器 第38・39図

35 F-7 72 62 48 N-0° -S 楕円形 第89図

36 F-8 210 78 28 N-52° -E 長方形 SK37 弥生土器 第90図

37 F-8 145 96 28 N-40° -W 楕円形 SK36 陶器 第90図

38 F-8 182 116 33 N-0° -S 不整形 青磁上師質皿 第90図

39 F-8 100 65 51 N-21° -W 不整形 弥生士器 第90図

40 E・F-8 227 123 37 N-54° -E 不整形 SK42 妬器（甕） 第90・93図

41 E-7•8 87 68 42 N-30° -E 楕円形 須恵器甕 第90図

42 E-8 88 (76) 79 N-53° -W 不整形 SK40 鉄釘 銭貨（元豊通賓・皇宋通賓） 第90・93図

43 E-8 86 58 65 N-34° -W 不整形 士師器円筒埴輪 第90図

44 E-8 152 100 73 N-8° -W 不整形 第90図

45 E-8 120 50 71 N-24° -W 不整形 第90図

46 E-8 102 68 66 N-49° -W 長方形 弥生土器円筒埴輪 第90図

47 E-8 117 72 64 N-51° -E 不整形 青磁陶器 第90図

48 E-8 117 114 72 N-22° -W 不整形 第90図

49 E-8 ]55 105 39 N-71° -E 不整形 第9]閃

50 E-8 9 90 80 52 N-35° -W 不整形 弥生上器 第91図

51 D・E 8 174 124 36 N 40° 刊 長方形 第91図

52 E-7 1 66 77 48 N-32 ° -W 小顎形 陶器板碑 第91・94図

53 ド—6 114 I IQ 10 N-90° -S 楕円形 第9]図

54 D-9 304 112 38 N-21° -W 不整形 陶器 第91図

55 D 9 118 86 55 N 22° W 楕円形 第91図

56 D-9 86 76 58 N-56° -E 楕円形 焙烙焼土塊 第91図

57 IJ-9 118 106 82 N-88 -E 不整形 陶困七師質皿 第91・94図

58 D-9 222 169 43 N-60° -W 不整形 陶器上師質皿銭貨（永楽通賓）菜壊か 第91・94図

59 B•C-9 366 68 27 N-IO° -W 長方形 1号室跡 青磁陶沿焙烙 第91閃

60 B•C-9 385 150 175 N-4° -W SK59 1号室跡／陶磁器焙烙イi臼煙管吸ロ 第84・85図

61 C-8 122 (108) 113 N-2 -¥り 楕円形か SK3I 3号室跡／焙烙 第89図

62 E-8 80 66 65 N-49° -W 不整形 第91図

63 E-9 157 98 ， N-39 ° -W 不撃形 第88図
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第94図土堀出土遺物 (3)

第27号土壇（第89図）

E-7グリッドに位置する平面円形の土堀である。

覆土中に多量の焼土や炭化物を含む。遺物は、磁器

の碗・小坪．皿の破片がまとまって出上しており、

廃棄土墟と考えられる。

第30号土壊（第89図）

E-8グリッドに位置する長方形平面の土猥であ

る。遺物は、陶器香炉、染付け磁器中碗、賢水入れ

などが出土した。

第31号土堀（第89図）

C-8グリッドに位置する平面楕円形の土堀であ

る。第3号室跡と重複し、一部壊される。遺物は陶

磁器、石英（火打石か）、焼上塊が出土しており、

廃棄土塘と考えられる。

第32号土壊（第89図）

C-4グリッドに位置する不整形の上壊である。

第33号墳の周溝外縁に接し、横断而形が挟込土城の

ようになっていることから古墳に伴う土墟墓の可能

性を考えた。しかし、埋土に締まりがなく、陶磁器

の破片を出土したことから、近世の所産と判断した。

第36号土壊（第90図）

F-8グリッドに位置する長方形の土城である。

覆土中に人頭大の加工痕をもつ凝灰質砂岩が置かれ

ていた。遺物はほとんど出土しなかった。

第52号土塘（第91図）

E-7グリッドに位置する不整形の土墟である。

壁面を掘り込んだピットの底面に円礫が置かれてい

た。遺物は陶器、種子を刻んだ板碑片が出土した。

第36表第20号土壊出土遺物観察表（第92図）

番丹 材質 器種
法量(cm)(g) 

形状 文様 備 考
口径 器両 底径

1 磁器 中碗 (10. 8) く4.4> 丸形 草花

2 磁器 大鉢 19.3 8. 1 9.6 丸形・輪花 桜閣山水•花 銘「二重角に渦福」

3 石器 砥石 現存長13.5 幅2.7 高2.1 重量133.5 三面に鋸切痕

4 銅製品 皿状品 長径（7.8) 短径(7.1) 厚0.05重量12.8 土圧により歪む

5 鉄製品 釘 現存長10.4 頭部幅1.6 厚0.3重量16.0

6 鉄製品 釘 現存長4.I 頭部幅0.9 厚0.4重量3.0

7 鉄製品 釘 現存長5.8 厚0.6 重量4.6
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第90図　土壙（４）

第57号土壊（第91図）

D-9グリッドに位置する不整形の土塙である。

遺物は、埋士中から天目茶碗の破片が出士した。見

込みに円を描くような明瞭な擦痕が認められること

から、茶を点てた時の茶笑の擦痕と考えられる。

第37表第22号土塙出土遺物観察表（第92図）

番号 材質 器種
法量(cm)(g) 

口径 器高 足幅

8 陶器 小鉢， 陶器 香炉 (I I. 6) 6.8 6.2 

10 鉄製品 釘 現存長5.7 厚0.3 xo. 5 重量4.0
11 鉄製品 釘 現存長4.4 厚0.5X0. 4 重量2.6

第38表第23号土壊出土遺物観察表（第92図）

底径

(4. 9) 

(10. 9) 

第58号土壊（第91図）

D-10グリッドに位置する不整形の土塘である。

遺物は、陶器、土師質lIIlの破片と永楽通賓l枚が出

土した。土塙の平面形や断面形から墓塙の可能性が

考えられる。

形状 文様 備 考

浅丸形底狭 桜閣山水 備前系京焼風 呉須絵・透明釉

有三足半筒形 瀬戸•美濃系飴釉

：］三： 1 日央|:冒↑26胤： l 巴□1（阿g~厚02 重量218 緑口贔 I「禅門修」備光明：言完存 U字形

第39表第24号土壊出土遺物観察表（第93図）

□:I::：：只
第40表第27号土壊出土遺物観察表（第93図）

番号 材質 器種
法量(cm)(g) 

口径 器尚 底径

15 磁器 小坪 (3. 5) 3.0 

16 磁器 小皿 (7. 9) I. 9 (5. 2) 

17 磁器 五寸1IIl く2.2> (7.8) 

18 磁器 五寸皿 く］．O> (8.0) 

第41表第30号土壊出土遺物観察表（第93図）

番号 材質 器種
法量(cm)(g) 

ロ径 I 器贔 底径 I

19 磁器 中碗 (5. o) I <4. 3> | 

第42表第40号土壌出土遺物観察表（第93図）

番号 材質 器種
法量(cm)(g) 

ロ径 I 器高 底径 I

20 妬器 甕 | | 

第43表第42号土壊出土遺物観察表（第93図）
法量(cm)(g) 

現存長16.3 幅0.55 重量35.5

| 

| 

形状

丸形

形状

端反形

輪花

底中

底中

形状

丸形

形状

| 

| 

文様 1 備 考

草花 銘崩し「大明年製」

文様 備 考

草花か

銘崩し

文様 備 考

魚

文様 備 考

1外面格子目文

備 考

銭径2.2内径1.8銭厚0.I量目1.8冗豊通賣 行書（北宋 1078年）

〇銭厚0̀1最n2み6阜扇通費真書
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第１図　埼玉県の地形図

(5)ピット

検出されたピットは、合計78基を数え、その大

半が近世以降に属するものと考えられる（第95~

99図）。調査区東側から南東側の斜面部にかけてま

とまって分布し、特に土城群の広がりと一致する E

-8グリッドに集中していた。建物跡を構成するよ

うな並びをもつピット群は確認できなかったが、明

らかに柱穴と考えられるものも多く認められた。な

かでも、 E-8グリッドピット 8では扁平な河原石

を平らに並べ、礎石のようにした造作が認められた。

遺物は、埋土中に混入した弥生土器や埴輪片が多

第47表 ピット一覧表

グリッド 番号 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm) 遺 物

B-9 Pl 23 18 45 

C-8 Pl 30 26 18 

C-9 Pl 34 29 24 煙管吸ロ

C-9 P2 31 30 17 

C-9 P3 36 33 21 弥生土器

C-9 P4 27 27 18 

C-9 P5 42 29 36 

C-9 P6 26 24 26 焙烙

C-9 P7 38 32 29 

C-9 P8 30 30 53 灰釉小皿

C-9 pg 41 35 25 

C-9 PIO 45 32 22 磁器碗土師質皿

C-9 Pl! 26 25 18 

C-9 Pl2 50 46 33 

C-9 Pl3 48 34 38 

C-9 Pl4 28 26 12 

C-9 Pl5 40 32 22 

C-9 Pl6 44 34 42 

C-9 Pl7 31 (24) 22 

C-9 Pl8 25 (24) 15 

C-9 Pl9 53 37 43 砥石円筒埴輪

C-9 P20 36 30 40 土師器甕

D-8 Pl 28 26 22 

D-8 P2 34 31 21 永楽通賓弥生土器

D-8 P3 44 33 46 

D-8 P4 34 33 3 

D-9 Pl 38 30 50 

D-9 68 46 85 弥生土器

D-9 P3 28 26 54 

D-9 P4 33 30 34 陶磁器 雌而質皿

D-9 P5 34 34 33 陶瑞

D 9 P6 62 42 28 弥牛．上器

D-9 41 

D-9 P8 30 24 31 

D-9 pg 42 30 40 

E-8 Pl 6 ] 50 3 1 

E-8 P2 34 30 21 弥牛土器

E-8 P3 30 28 32 

E-8 P4 38 38 44 

く、時期を示すものは少ない。第100図に代表的な

遣物を図示した。

1は煙管の吸口で、口付けの部分が潰れている。

C-9グリッドピット 1出土。 2は瀬戸・美濃系の

灰釉小皿、 C-9グリッドピット 8出土。 3はc-
9グリッドピット 19から出土した竪削痕を良く残

す凝灰岩製の砥石である。 4はD-8グリッドピッ

ト2から出土した銭貨の小片で、緑青に覆われ脆い。

銭種は不明。 D-9グリッドのピット 4は遺物が比

較的多く、 17世紀後半の天目茶碗、磁器片、土師質

皿片とともに焼土塊、緑泥片岩の破片が出土した。

グリッド 番号 長径(cm) 短径(cm) 深さ (cm) 遺 物

E-8 P5 33 32 26 

E-8 P6 40 34 22 

E-8 P7 29 25 38 

E-8 P8 31 28 33 土師器甕

E-8 pg 27 22 26 

E-8 PIO 51 34 58 

E-8 Pl! 40 31 34 

E-8 Pl2 48 38 52 

E-8 Pl3 48 40 66 土師器甕

E-8 Pl4 35 26 53 

E-8 Pl5 60 52 73 土師質皿

E-8 Pl6 51 34 47 弥生土器

E-8 Pl7 68 64 50 土師器甕

E-8 Pl8 48 32 62 円筒埴輪

E-8 Pl9 75 52 64 

E-8 P20 41 30 14 

E-8 P21 38 35 16 

E-8 P22 78 44 46 

E-8 P23 55 30 44 

E-8 P24 28 23 21 

E-8 P25 30 19 23 焙烙

E-8 P26 35 30 47 

E-8 P27 38 24 22 

E-8 P28 36 29 26 

E-8 P29 18 14 II 

E-8 P30 22 18 6 

F-7 Pl 35 35 36 弥生［：器

F-7 P2 32 26 39 

F-8 Pl 34 30 42 

F-8 P2 42 32 65 1：師質皿

F-8 P3 42 37 14 

F 8 P4 24 20 19 

3 ] l 4 

F-8 P6 34 33 33 縄文土器

F-8 P7 33 (22) 33 

F-8 P8 48 3 (l 46 

F-8 pg 30 27 65 

F-8 PlO 33 27 26 弥生［器

F-8 Pl l 25 24 50 
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第100図 ピット出土遺物

第48表

番号 材質 器種
法量(cm)(g) 

形状 文様 備 考
口径 器高 I 底径

1 銅製品 煙管 長7.3 径0.9 厚0.1 重量4.5 C-9グリッドPl 吸口

2 陶器 小皿 (12. 9) 2.6 I (6. 4) 底狭 C-9グリッドP8 瀬戸•美濃系灰釉

3 石器 砥石 現存長11.2 幅2.9 厚6.0 重量193.8 C-9グリッドPl9 凝灰岩緊削痕

4 銅製品 銭貨 銭径（2.4)内径(2.0)銭厚0.I量目0.5 D-8グリッドP2 銭種不明

5 陶器 中碗 (11.0) 6.2 I (4. 6) 天目形 D-9グリッドP4 鉄釉 17世紀後半

ピット出土遺物観察表（第100図）
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(6)調査区出土遺物

中・近世の遺物のうち帰属遺構の不明なものと、

その他の時代の遺物を第101図にまとめた。

lは刀子の茎から刀身にかけての破片である。刀

身は断面長三角形を呈する。茎は棟幅が薄く、茎尻

を丸くおさめ、木質が一部付着する。 2はほぼ完存

する鉄製の和釘で、いわゆる頭巻釘である。 3は銅

製吊金具である。円環に断面矩形の棒状金具を巻き

つけ、その端部をかしめたもので、円環は遊環とな

る。 4は小型の上錘で、紡錘形を呈し、端部に平坦

面をつくる。硬質の焼き上がりで、オレンジ色を呈

する。

5は平安時代の平瓦と考えられる。一枚作りで、

こ＿ r_J―̀̀ I _ 

パ2
l 

゜

I 

『

゜`゜
3 

゜ 咆

＇ 

凸面に格子叩き、端面をヘラ切りする。須恵質の焼

き上がりで、光沢をおびた降灰がかかる。

6~8は銭貨である。 6はいわゆる雁首銭で、調

査区中央北側のC-7グリッドから出土した。煙管

の火皿部分が意識的に平らに潰されたもので、絹に

混ぜたとも、婚縄の固定に用いられたものともいわ

れる。 7 • 8は試掘調査の際に出土したもので、 7

は調査区東端の9トレンチ、 8は7トレンチ南端の

斜面部からの出土である。 7は腐食のため半折して

いるが、残る文字から寛永通賓と考えられる。 8は

政和通賓で、土堀群の検出された斜面部から4の土

錘とともに出上した。両者とも墓城に副葬された六

道銭の一部であろうか。

1 9 

-0 t 
◎ 4 噂痘 ヽ

5 

ーこニニニログ

゜
10cm 

" 

0 2cm 
l l l l l 

第101図調査区出土遺物

第49表調査区出土遺物観察表（第101図）
番号 材質 器種 法量(cm)(g) 備 考

1 鉄製品 刀子 現存長5.9 茎幅1.4 棟厚0.2~0.3 重量5.4 B-6グリッド 茎に木質付着

2 鉄製品 釘 長5.6 頭部幅I.4 厚0.4 重量4.0 C-4グリッド頭巻釘ほぼ完存

3 銅製品 吊金具 長3.6 円環径I.9 厚0.2 重量2.7 E-6グリッド 円環に留金具が付属

4 土製品 土錘 長3.9 幅1.7 孔径0.5X0. 4 童量9.8 色調：オレンジ色 F-8グリッド （試掘7トレNo.158)

5 瓦 平瓦 厚I.3 胎土色：黒灰色 表採古代凸面格子叩き

6 銅製品 銭貨 銭径2.3 内径I.6 銭厚0.I 鼠目2.8 雁首銭 C-7グリッド

7 銅製品 銭貨 銭径2.5 内径2.0 銭厚0.1 量目1.3 寛永通宝 D-10グリッド（試掘9トレNo.181)

8 銅製品 銭貨 銭径2.4 内径2.2 銭厚0.1 量目2.7 政和通賓（北宋 llll年） F-8グリッド（試掘7トレNo.157)
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5. 試掘調査
事前調査として、東松山市教育委員会が平成 17

年3月8~10日にかけて試掘調査を実施した。開

発予定地内に9本のトレンチを設定し、古培跡4基

をはじめとする多くの遣構・遣物が検出された。 と

りわけ第3次調査で調査された毛塚28号填の続き

と考えられる周溝部分から、人物や馬などの形象埴

輪がまとまって出士した。

試掘調査の結果、西側の台地平坦部に古培跡や住

居跡が集中していることが判明したため、緑地帯と

して現状保存されるよう措置が講じられた。保存地

区には毛塚28号墳のほかにも、弥生時代や平安時

代の住居跡や土堀などの遺構の所在を示す黒色土の

落ち込みが確認されており、縄文土器、弥生土器、

土師器、須恵器、埴輪などが出土した。
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(1)縄文土器（第103閑）

1は早期末葉の条痕文系土器。口縁部の破片で、

断面角頭状を呈し、わずかに外反する。 2は前期後

第103図試掘調査出土遺物

部で端部にヘラ状工具でキザミを施す。輪積痕上に

輪積痕の幅合わせて下から上にRLを施文する。

(3)その他の遺物（第103図）

葉の諸磯b式と考えられる。キャリパー形深鉢の胴

部上半の破片で、半裁竹管による渦文が描かれる。

(2)弥生土器（第103図）

3~7は岩鼻式土器である。 3は壺の口縁部破片

で、折り返し口縁上に櫛描波状文を施文する。 4は

無文甕の口縁部破片で、端部にヘラ状工具による細

かいキザミを施す。 5は甕の頸部破片で、 8本一単

位の施文具で廉状文と波状文を施す。 6・7は頸部

破片で波状文が施される。

8~10は吉ヶ谷式土器である。 8は壺口縁部で

ある。輪積痕下端に木口状工具でキザミを施す。内

外面赤彩される。 9は甕胴部である。段差のない輪

積痕上に輪積痕と関係なく RLを施文。 10は甕口縁

第50表試掘調査出土遺物観察表（第103図）

11~13は1• 2トレンチ連結部周辺の住居跡と

推定される落ち込みから出土した平安時代の遺物で

ある。 11はロクロ土師器塊で、高台を剥離する。全

体にロクロ目は弱い。 12は土師器甕で、頸部の括れ

が弱く、広口となるようである。口縁部外面には指

頭圧痕が残り、体部外面は横位の弱いナデ、内面は

木口状工具によるナデを施す。 13は須恵器甕の体部

破片。降灰のかかった外面はナデが施され、内面に

は無文の当て具痕が残る。胎土に白色針状物質を含

む南比企窯産の製品である。

14は鬼面を表した泥面子である。頭頂部に竹串の

ようなものを刺した小孔が3個並んでいる。型作り

による成形のため裏面に指頭痕がある。

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

11 ロクロ土師器 (12. 6) <4.9> AFJ 普通 橙 40 2トレ 在地産 No.96 

12 土師器甕 (20. 0) 8.3 AFHK 良好 にぶい赤褐 20 ]・2トレ 体部外面煤付着 No.94 
13 須恵器甕 AGHJ 良好 灰 破片 2トレ 外面ナデ 内面無文当て具 No.110

14 泥面子 長2.5X幅2.4X厚l.l BFJ 良好 橙 100 lトレ 型作り 鬼而頭部に 3箇所小孔を穿つ
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第１図　埼玉県の地形図

(4)毛塚28号墳の調査

第28号墳は、第3次調査の際に周溝の一部が調

査され、周溝径約16.9 m、墳丘径約11.7mの円墳

と推定されていた。周溝は幅1.7~2. 6 m、深さ

0.5mの断面逆台形を呈し、西側の周溝底面に土橋

状のわずかな高まりが確認された。円筒埴輪は2条

突帯3段構成のものが主体で、客体的に3条突帯4

段構成のものを含み、築造時期は6世紀中頃のやや

古い段階に位置づけられている（宮島ほか2003)。

今回の試掘調査では、用地内の西端に設定した l

トレンチで第28号墳と考えられる古墳の周溝を検

出した。範囲確認調査のため詳細は不明だが、 トレ

ンチ北端から南に向って徐々に幅を広げており、最

大で上幅2.1 mを測る。現地表下、わずか20cmの

浅い位置から形象埴輪がまとまって出士したことか

ら記録化及び遺物の取り上げがおこなわれた。

第3次調査の成果を参考に第28号墳の規模を復

元すると、周溝径約17m、墳丘径約13mの円墳と

想定される。遺物は、北東周溝を中心に形象植輪が

出士した（第104図）。その出土状況は、北から女

子（2)が墳丘寄りから出土し、それに接して棒状

のものを握った左手（8)が出上している。さらに

東へ50cmほど離れた位置から 9の右腕と llの胴部

が出土しており、これらは直接接合しなかったが同

一個体の可能性が高い。また、墳丘外側寄りから別

の女子の櫂（4 • 5)が出土しており、 2体以上の

女子が存在していたことが判明した。

南へ1.5mほど離れた位置から坊主頭の男子(1)

と素環状鏡板付彎を装着した馬の破片が伴出した。

2
 

し）

状態を整理すると、北側に2体以上の女子からなる

一群、南に1.5 mほどの距離をおいて坊主頭の男子

と飾り馬のセット、さらにその南に白泥を塗った飾

り馬が樹立されていたものと推定される。

形象埴輪（第105~108図）

出上した遺物の大半が形象埴輪の破片で、円筒埴

輪の破片は少量出土しただけである。

1から 15は人物埴輪の破片である。 1は坊主頭

の男子で、顔は目から頬にかけてと口の周りに赤彩

が施される。棒状の下げ美豆良と垂髪を表現するが、

頭部は丁寧にナデが施され、被り物や頭髪などの剥

離した痕跡はない。耳は円孔を穿ち、下端に耳環を

貼付していたようである。 2は島田需の女子で、接

合はしないが8の左手が同一個体と考えられる。顔

は額から目の周りと鼻に赤彩を施す。耳は円環状に

表現され、その下端に耳環を貼付する。 3は人物埴

輪に貼付された耳環の破片である。 4• 5は需の破

片である。 4は元結部分、 5は板状の台形需であろ

う。 6は人物が捧げ持つ壺の破片である。掌から剥

離し、指の一部が残る。 7はミトン形の右手で、拇

指と指先を欠損する。 8は2の女子と同一個体と考

えられる左手で、棒状のものを握っている。指は粘

土紐で一本一本表現し、腕は木芯中空成形である。

9も出土位置から判断して 2の女子の右腕であろう。

木芯中空成形の腕を肩部に挿入している。 10• 11は

胴部の破片で、脇の下に円孔を穿つ。直接接合しな

いが、出土位置から 10は1の人物、 11は2の人物

の胴部と考えられる。 12は半身像表視の裾部の破片

である。台部に断面＝角形の粘七紐を貼付する。 13• 

14は腰帯の破片。 15は腰帯をハの字に結んだ結目

る。

し

し、

と

さ
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第１図　埼玉県の地形図

成形で、鈴口を切り込む。 19は鈴口の切り込みが一

部残る。 22は前輪の破片で、外面に露が剥がれた痕

跡がある。 23は障泥の破片で、粘土板成形である。

24は鞍の破片で、前輪と鐙をつなぐ鐙鞘、胸繋の革

帯が表現される。 25• 33 • 35 • 36 • 37は脚部の破片

で、 26の馬と同一個体であろう。 33は脚から尻に

かけての破片。 36は尻部から後脚にかけての破片で、

尻に円孔が穿たれる。 26は素環鏡板付轡を装着した

飾り馬の頭部で、円筒側板式である（井上 1996)。

立聞部分に粘土粒による鋲留表現がある。引手およ

び手綱は粘土紐を貼付して成形し、引手壺の痕跡が

突帯上の丸い窪みとして表現されている。 27は馬の

尻尾の先端である。 28~31は馬形埴輪の部品と思

われるが明確な部位は不明である。 28は粘土紐を貼

付する。 29外面に線刻が認められる。 30• 31は胸繋

の革帯と考えられる。 30は外面に赤彩がある。 31は

外面に白粘土、体部に赤粘土を用いている。 32は脚

の接合部に用いられたU字形の粘土板である。 34は

尻部の破片である。屍尾に革帯がめぐる。 38は白泥

を塗布した馬の脚部である。 18• 29~31の破片と同

一個体であろう。粘土紐の巻き上げ成形である。切

開再接合技法はみられない。底面は木目圧痕が残る。

形象埴輪の胎土は微量の白色針状物質を含み、人

物埴輪の顔の表現や腕の成形技法などに桜山窯跡群

との関連性が認められることから、先の報告で指摘

された 6世紀中葉を中心とする年代に比定される。

第51表 毛塚28号墳出土形象埴輪観察表（第 105~108図）

番号 器種 胎土 焼成 色調 外面調整 本／2cm 内面調整 本／2cm 備 考

I 人物 男子 AFJ A B ナデ・ハケメ ナデ I TNo.229 顔面赤彩棒状美豆良垂髪
2 人物 女子 ABFH A B ナデ・ハケメ 10 ナデ IT 顔面赤彩板状台形需
3 人物 耳燦 AFJ A B ナデ IT 粘土紐成形
4 人物 髯 AFHK A C ナデ ハケメ I TNo.10 元結
5 人物 櫂 AFHJ A C ハケメ・ナデ 11 ハケメ 11 ITNo.l] 外面一部赤彩
6 人物 壺 AFHK A B ナデ ナデ IT覆土外面に指が残存
7 人物 右手 AFHJ A B ナデ I TNo.24 ミトン形 白泥付着
8 人物 左手 AFHJ A B ナデ I TNo.54 棒状物木芯中空成形 白泥付着， 人物 腕 ABFK A C ナデ・ハケメ ナデ I TNo.70 木芯中空成形
10 人物 胴部 AFHJ A B 縦ハケ 11 ナデ I TNo.210~214 白泥付着
II 人物 胴部 AFHJ A D 縦ハケ 10 ナデ I TNo.63 • 74 • 75 
12 人物 裾部 AFJK A B 縦ハケ 10 ナデ I TNo.209 断面三角形の粘土紐貼付
13 人物 腰帯 AFHJ A B ナデ ナデ IT覆土粘土紐貼付
14 人物 腰帯 AFHJ A B ナデ ナデ I TNo.22 粘土紐貼付
15 人物 腰帯 AFHJ A B ナデ・ハケメ I TNo.188 結目粘土紐貼付
16 馬 戴 ABFJ A C ナデ I TNo.86 
17 馬 脚部 AFJK A B ハケメ・ナデ ナデ IT覆土突帯による頭絡表現耳部周辺
18 馬 鏡板 AFGJ A D ナデ ナデ I TNo.187 f字形鏡板鋲外縁赤彩
19 馬 鈴 AFJK A B ナデ IT撹乱粘土塊成形
20 馬 鈴 AGHJ A A ナデ IT 粘士塊成形外面に白泥付着
21 馬 鈴 AGHK A A ナデ I TNo.219 粘上塊成形
22 馬 前輪 AFHJ A A ハケメ・ナデ I TNo.234 甑が剥落する
23 馬 障泥 AFHJ A B 横ハケ・ミガキ 11 縦ハケ 11 I TNo.203 粘土板成形外面白泥付着
24 馬 鞍 AFHJ A B ハケメ・ナデ 13 ナデ I TNo.221 • 232前輪破片鐙鞘、胸繋の表現
馬 脚部 A F H J A B 縦ハケ 13 ナデ 1 TNo.228 覆上
馬 I J ハケ ・ナデ 11 ナデ 1 TNo.230 円筒側板

A ハケメ l'l‘覆七外面白泥付清
A B ナデ I 

F J D ナデ I TN1127 外面線刻音〖位不明

J A ]) IT]¥’o.82 外面赤彩
A D ナデ I TNo広23 白粘十^ と赤粘十［の使い分け

股 PHJ A B ハケメ・ナデ 1 TNo.238 U字形粘上板
脚部 A B F 八 I¥. ハケメ ・185・186・190蟄 193 覆土
尻部 AFJ A B ハケメ ITNo.184 突帯に
脚部 APHJ A B 縦ハケ
脚・尻 F J A ハメ IT]¥hl89 • 191 • 200蟄 201• 207 • 216~218 
脚部 A J B 縦ハケ TNo.135 • 186 
脚部 AB F H A D 木nナデ I TNo.50 外而白泥付着
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第１図　埼玉県の地形図

v 調査のまとめ
1．吉ヶ谷式土器をめぐる問題
今回の杉の木遺跡第4次調査では、弥生時代後期

の住居跡10軒、土堀3基、溝跡 l条が検出された。

出土した土器は岩鼻式土器、吉ヶ谷式土器を主とし、

他地域の土器を若干含む。ここでは、鼠的に多い吉

ヶ谷式土器を中心にやや詳しくみていきたい。

(l)研究史

吉ヶ谷式土器は、 1961（昭和36)年に調査された

東松山市吉ヶ谷遺跡の住居跡出士遺物を基に認識さ

れるようになったものである（金井塚1965)。報文

中では、吉ヶ谷式土器という名称は用いられていな

いが、南関東地方の久ヶ原式とは明らかに違う土器

と述べていることから独自の型式として認識されて

いたようである。

その後、吉ヶ谷式土器は櫛描文を施文する岩鼻式

上器との関係で議論がおこなわれる。論点は、主に

編年的位置づけを問題としていた。二つの土器型式

を先後関係あるいは、併行関係に考えるかを問題と

していた。

1982年に石岡憲雄、柿沼幹夫氏により、吉ヶ谷式

土器の細分案が提示され今日的議論の出発点となっ

た（石岡1982、柿沼1982)。柿沼氏は甕を主に取り

上げ器形、輪積痕の有無、下半部の整形、縄文の施

文状況をもとに分類をおこない、 3時期4細分した。

同様に、壺・高坪ついても分類をおこない、各時期

の特徴を抽出している。その後共伴土器をもとに南

いタc,Jo

そ

そ

し）

け文をもつことから宮ノ台式土器に求めている（柿

沼1982、泉谷1982)。

そのような中で、中島 宏氏は池上遺跡の報告書

で縄文を全面に施す土器群（池上4類）を吉ヶ谷式

の祖形としている（中島1984)。富田和夫・中村倉

司氏も同様の意見を述べている（富田・中村1986)。

柿沼氏は、池上4類と吉ヶ谷式土器との縄文の撚り

の傾向を調べ、池上4類ではLRが多く、吉ヶ谷式

ではRLが多いことから両者の断絶を認め、直接の

系譜関係として捉えられないとして慎重な態度をと

っている（柿沼ほか1989)。

また、柿沼氏は系譜問題に直接絡む問題であるが、

吉ヶ谷式上器の開始時期を後期中頃以降に変更する

意見を提出した（柿沼1994）。この点に関しては小

出輝雄氏より反論がだされている（小出1996)。

佐藤康二氏は高坪口縁部の分析を通して吉ヶ谷式

の古段階の土器の抽出を試みている（佐藤1997)。

いずれにしろ、吉ヶ谷式土器系譜、開始時期を考

察するにあたり、柿沼氏がおこなったように土器の

分類をおこない、その後に問題についてアプローチ

していく必要性がある。ここでは出土土器の分類を

おこないその問題点や特徴について述べ、吉ヶ谷式

土器の分布範囲を定め、その祖形等の問題に見通し

を述べてみたい。

(2)出土土器の分類

ここで

を

と

し）

し

い。

につい

＜
 

り してみると、
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第１図　埼玉県の地形図

文様を施文する。ここでは、破片資料も多いことか

ら口唇部・ロ縁部から胴部上半に別けて分類する。

胴部下半についてはハケ調整、ナデ調整がみられる。

吉ヶ谷式士器の細分をおこなった柿沼氏は、器形及

び胴部下半の調整技法も細分の大きな基準にしてい

る（柿沼1982）。しかし、前述のように今回の出土

資料は破片資料が多いことから、器形・胴部下半に

ついては、今回は問題としない。

口唇部

l類 縄文を施文するもの。(1)

2a類ヘラ状工具によりキザミを施す。 (5• 6) 

2b類木口状工具によりキザミを施す。 (2~4)

3類 無文のもの。

ロ縁部～胴部上半

輪積痕の有無により大きく二つに別けることがで

きる。更に縄文の施文方法により細分が可能である。

I a類輪積痕なし。縄文を器面の下から上に横

位施文する。 (4)

1 b類輪積痕なし。縄文を器面の上から下に横

位施文する。

2 a類輪積痕をもつ。段差の明瞭な輪積痕上を

輪積痕の幅に合わせて縄文を器面の下か

ら上に横位施文する。 (3• 5) 

2b類輪積痕をもつ。段差のない輪積痕上を輪

積痕の幅に関係なく縄文を施文する。

(1 • 2 • 6) 

また、輪積痕の有無に関わらず、口縁部直下に幅

狭な無文帯をもつものがみられる。この無文帯は、

縄文を施文後に強く横ナデすることにより作り出さ

゜

こ

も

と呼ぶこと

に

4
 

げられる。今回は、この土器を分類項目して取り上

げなかったが、今後、一つの分類項目として考えて

く必要があるかもしれない。

b.壺の分類

甕と同様に胴部下半は文様を施文しない。ここで

は口縁部・頸部・胴部上半に分けて分類をおこなう。

ロ縁部

1類輪積痕が 1段のもの。折り返し口縁状のも

の（段差のあるものと、ないものとが存在

する）。（7～10)

2類段差のある輪積痕を2から 3段作るもの。

(11 • 12) 

3類段差のある輪積痕を3段以上作るもの。

(13 • 14) 

これらは、それぞれ、輪積痕上に縄文を施文する

もの（a)、キザミを施すもの (b)、縄文を施文し、

キザミをもつもの（C)、無文のもの (d)に細別で

きる。

頸部

概ね無文帯となるが、耳がつくものも認められる。

胴部上半

1類縄文帯が 1帯施文される。

2類縄文が2から 3帯施文される。

l類については、縄文の帯が幅広に施文されるも

のが他の遺跡で認められる。杉の木遺跡では、破片

資料のためか明確に幅広のものは確認できなかった。

C. 高坪の分類

高坪の口縁部装飾は壺と共通するので、ここでは

その分類に準ずるものとする。ただし、壺では認め

られなかった単純n縁のものが認められる（第109

ぁ，"'0

た

〇

と
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第１図　埼玉県の地形図

坪部の形態については、内湾気味に立ち上がるも

のが多い。ただ、第40図12のよう内湾度が緩やか

なものも認められる。

接合部から脚部

1 a類坪部と脚部の接合部分の厚さが薄く、接

合部に突帯が認められないもの。

1 b類 坪部と脚部の接合部分の厚さが薄く、接

合部に突帯がつくもの。(19)

2 a類坪部と脚部の接合部分の厚さが厚く、接

合部に突帯が認められないもの。 (20)

2b類坪部と脚部の接合部分の厚さが厚く、接

合部に突帯がつくもの。 (21)

3類 中実の柱状脚状のもので、突帯がつくも

の。 (22• 23) 

(3)出土土器の特徴と位置づけ

以上のように杉の木遺跡出土の吉ヶ谷式土器を分

類した。吉ヶ谷式では、今回確認されなかった特徴

をもつ上器も存在する。出上上器の編年的位置や特

徴を考えるため、若干の比較をおこなってみる。

a.編年的位置づけ

滑川町船川遺跡第3号住居跡（金井塚・高柳1987)、

東松山市観音寺遺跡第3次調査第4号方形周溝墓（宮

島1995)出土例のように、輪積痕をもたず頸部の括

れ部を中心に縄文を施文する甕がある。船川遺跡で

は、口縁部から胴部上半に縄文を施文する広口壺が

伴っている（註 l）。しかし、他は底部破片のみで

あり詳しい時期はこれだけでは判断できない。観音

寺遺跡では方形周溝菓の溝中からであるが、輪稽痕

が4から

る。

これらC

る

、
の

ら

壺では口縁部上端、下端の両方にキザミを施す土

器は第21図5を除き認められていない。また、単

純口縁の壺もみられなかった。口縁部の上端と下端

の両方にキザミを施す上器は、玉太岡遺跡で数多く

認められる（高崎1990)。時期的には柿沼編年の I

期に多いが、やや後まで残るようである。単純口縁

の壺は吉ヶ谷式では少数であるが、各時期に一定量

認められる。破片資料のため甕と誤認した場合も考

えられるが、地域的な特徴として捉えておきたい。

T字状の口縁部形態をもつ高坪については、佐藤

氏が高坪の口縁部上位から端部形態について分類し

た際、「 1の亜種形態」として捉えたものと同様で

ある。佐藤氏も述べるように出上量は極少数である。

他時期の遺構からであるが、駒堀遺跡古墳時代第 l

号住居跡から出土している（栗原ほか1973)。他地

域の高坪の口縁部形態とも昆比べてみても特異な例

であり、その系譜、発生時期については不明な点が

多い。今後の課題となろう。

出士士器の編年的位置については、積極的根拠は

乏しいが、柿沼編年II期の中にほぼ収まると考えら

れる。

b.縄又施又の特徴

吉ヶ谷式土器の縄文については、その特徴につい

ては柿沼氏が南関東の土器群に比べ目の粗いことを

特徴として述べたことがあった（柿沼1982)。その

後、儀崎一氏は、深谷市白草遺跡の報告の中で具

体的に縄文原体について言及され、 0段多条、多く

は0段3条の原体であることを述べている（磁崎193'2)。

また、柿沼氏は、前述のように吉ヶ谷式土器の撚り

いる

より

り

その他と

っ
J

ろノ 0 は自
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第110図縄文原体の構成比率

る（第20図13)。器形や胴部下半の調整技法から吉

ヶ谷式と思われる。残念ながら胴部上半を欠く為ど

のような文様構成になるかは不明である。ただ、吉

ヶ谷式では従来知られてなかったものであり、南関

東系土器との関係を考える上で重要であろう。

(4)分布について

現在見つかっている吉ヶ谷式土器を主体とする遺

跡は第111図に示したとおりで、比企丘陵及び松山

台地周辺に分布の中心がある。分布の南限は、川越

市霞ヶ関遺跡、上組遺跡、女堀遺跡の小畔川右岸の

遺跡である。北限は、児玉郡周辺であるが、群馬県

地方の樽式土器との分布の境界が不明確である。

小畔川以南では、武蔵野台地上の富士見市南通り

遺跡、和光市花ノ木遺跡や大宮台地上の戸田市鍛冶

谷・新田口遺跡、さいたま市下野田稲荷原遺跡など

から出土している。しかし、あくまでも南関東系の

土器を主体とする中に客体的に存在し、吉ヶ谷式土

器が主体となる遺構及び遺跡は検出されていない。

県外の吉ヶ谷式土器については、浜田晋介•宮川

和也両氏により、 52遺跡が集成されている（浜田・

宮川2003)。遺跡により出土数の多寡はあるがいず

れも客体的な出土であり、概ね北武蔵野台地、大宮

台地と状況は同じである。

また、現在の荒川以北の妻沼低地で吉ヶ谷式土器

及びその集落跡が検出されたことは重要であろう。

深谷市明戸東遺跡では住居跡及び小竪穴が16軒、

土壊が6基検出されて本格的な集落が営まれていた

（磯崎1989)。五領期の土器も検出されていることか

ら弥生時代後期後半から古墳時代前期に継続した集

落であることも分かっている。低地の開発や赤城山

南麓に分布する赤井戸式土器と関係を考える上で注

目される。

吉ヶ谷式土器の分布範囲では遺跡調査の多寡の問

題もあるが遺跡が集中する地点がいくつかみられる。

即ち、荒川の支流、吉野川左岸の江南台地上、和田

吉野川沿いの台地、滑川右岸の比企丘陵上、杉の木

遺跡が位置する松山台地縁辺部である。これらは、

吉ヶ谷式期の生業などを考える上で重要であろう。

(5)今後の課題

以上のように、出土土器の分類とその特徴を述べ、

吉ヶ谷式土器の分布についてみてきた。もとより今

回の調査では、吉ヶ谷式土器の編年を云々すること

はできないが、若干の問題点が指摘できるであろう。

今回の調査で、甕において輪積痕があるものとな

いものが同一遺構内で出土している。従来、輪積痕

の有無は吉ヶ谷式土器の編年的位置を決める上で重

要な指標であった。しかし、前述のように、船川遺

跡や観音寺遺跡の例から輪積痕のない甕が古くから

存在することも確かである。このことは輪積痕のな

い甕はそれ自体で一つの系統で変化するかもしれな

い。しかし、このことが直ちに池上4類をもって吉

ヶ谷式の祖型とするということを意味するものでは

ない。現状では、北島式を間に挟んでもそのヒアタ

スを埋めることはできない。また、甕の分類で述べ

たように、輪積痕の有無に関わらず口縁部直下を強

く横ナデする土器がある。これらの技法は、岩鼻式

の甕によくみられる技法である。今後その影響を考

えていく必要があろう。

土器分布の上からも宮ノ台式や池上式とは一部で

重なる地域もあるが、異なっている。このことから

も吉ヶ谷式が宮ノ台式や池上4類から直接系譜を引

いているとは言うことができないであろう。ここで

は岩鼻式に後続する土器群として吉ヶ谷式土器を捉
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第１図　埼玉県の地形図

えるのが妥当と考える。

以上、杉の木遺跡の上器の分類を通して思うとこ

ろを述べてきた。従来の議論では、吉ヶ谷式の祖形

を求めるにあたり、ごく一部の特徴を問題としてき

た観がある。もとより、土器型式はその大きさに違

いはあろうが、先行する型式からの変化や他地域か

らの影響を受け独自のものとなったときに我々が認

識できるものと考えられる。このことからも一つの

要素をもってその影響を考えるのは問題が残るであ

2.毛塚古墳群の提起する問題
(1)はじめに

今回の杉の木遺跡第4次調査及び試掘調査によっ

て、 4基の古墳跡（毛塚28• 32 • 33 • 34号墳）の具

体的な内容が明らかとなった。今まで諏訪山古墳群

や高坂古墳群の影に隠れ、正当な評価をうけていな

かった毛塚古墳群について、今回の調査成果は古墳

群の形成過程の把握、桜山窯跡群との需給関係の解

明、埴輪棺にみられる副次的埋葬施設のあり方など、

多岐にわたる問題について重要な手がかりを与えて

くれた。

(2)古墳跡出土土器について

古墳跡から出土した土器をもとに各古墳の築造年

代を中心に検討する。

a.編年的位置づけ

毛塚32• 33号墳の 2某から所謂「比企型坪」が

てい ては水口

そ

る。

＜
 

ろう。多方面からの影聾があってしかるべきである。

今後、吉ヶ谷式土器の型式内容をより豊かにするた

めにはこのような視点に立ち、細かな分類を行いそ

の関係を考えていく必要がある。

（宅間清公）

註

(1)報告書では台付甕としているが、ここでは広口壺

とした。

いものである。 2は口径12.8 cm、器高4.6cmのやや

小振りのもので、口唇部が短く外反し、赤彩が施さ

れている。このうち 2は、水口編年 I段階第2• 3 

小期、尾形編年II期に位置づけられる。年代は、水

口I段階が5世紀末～6世紀前半に比定され、第2.

3小期はその後半にあたる。また、尾形II段階の年

代は6世紀 1/ 5で、須恵器型式のMT15併行期

に比定されている。これらから毛塚33号墳の築造

年代に関して、 6世紀前葉を中心とする時期に捉え

ておきたい。

周辺では、赤彩された半球形坪と須恵器坪身模倣

坪を出土した諏訪山5号墳（金井塚ほか 1970)や、

半球形坪と内斜口縁坪を出土した代正寺11号墳（鈴

木1991)、TK23型式の須恵器高坪と須恵器坪身模

倣坪を出上した下道添 1号墳（坂野1987)などが、

先行段階の5世紀末葉に位置づけられる。比企型坪

さし

2
 

して

る

ろJo
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第112図古墳関連出土土器

次に、毛塚32号墳からは、口径14cm台の大振り

で扁平な比企型坪が2点出土した（第45図I• 2)。

ともに口径14cm以上で、口縁部は内屈し、口唇部

が短く外反する。 2点とも型式的には同じで、水口

編年III段階第 1小期、尾形編年W期第 1小期にそれ

ぞれ位置づけられる。水口III段階の年代は6世紀末

~7世紀初頭、尾形w段階第 1小期の年代は6世紀
4/5~5 / 5に比定されている。これらから年代

的には6世紀後葉から末葉に位置づけることが妥当

であろう。しかし、後述するように円筒埴輪の年代

観からみた本培の築造年代は6世紀中葉頃と考えら

れることから、両者の年代観には大きな甑顧がある。

追葬などの可能性を含め、今後微調整が必要である。

b.土器の使用状況

古埴における上器の使用状況に目を向けると、両

者は対照的なあり方を示している。毛塚32号墳では、

周溝の底面に伏せた状態で士器を2箇所に配置して

いたのに対し、毛塚33号墳では填丘から周溝内に

転落した状態で出土している。

このような土器の配置の差異が、葬送儀礼のどの

ような位相を反映しているのかは明らかでないが、

古式群集墳の出視以降、坪を単独あるいは複数重ね

て周溝底面に置くような斉ー的な土器配置のあり方

が認められ、それまでの壺や甕などの貯蔵用途の土

器を主体とした土器供献儀礼との間に大きな断絶が

あることが指摘されている（山田2005)。今後は周
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第１図　埼玉県の地形図

辺地域を含む古式群集培における出上上器の類型的

な把握から、より具体的な葬送儀礼を復元すること

が肝要であろう（註 l)。

c.湖西産須恵器と古墳の終末

古墳跡ではないが、第 1号性格不明遣構から須恵

器長頸瓶（第69図1)が出土した。遺構の性格に

ついては明確にし得ないものの、毛塚古墳群におけ

る古墳終末の問題を考える上で重要な鍵を握る。

長頸瓶は、器形、胎土などの特徴から静岡県の湖

西窯産の搬人須恵器と考えられる。後藤健一氏によ

る湖西産須恵器の分類によれば、肩部に鋭い稜をも

ち、口縁端部を上下に引き延ばす特徴から長頸瓶A

e 2に分類される。年代は第w期第 1小期に位置づ
けられ、 701~715年の 8世紀第 1四半期前半代に

比定されている（後藤1989）。ここでは本遺構の年

代について、やや幅をもたせ7世紀末葉から 8世紀

初頭に位置づけておきたい。先に指摘した終末期古

墳との関連性をうかがうことができるとすれば、古

墳の終末時期を考える上で軍要な指標となる。

(3)円筒埴輪について

今回の調査において、古墳跡と第 1号埴輪棺、埴

輪集中区から円筒埴輪が出上した。円筒埴輪の編年

的位置づけについては、埼玉屎内の円筒埴輪の形態

的変化を基軸に4期区分した山崎武氏の円筒埴輪

編年（山崎2000) と、桜山窯跡群の編年を試みた飯

塚武司、江原昌俊氏（飯塚1984、江原2004)の研

究成果を参照する。

毛塚33号墳は 6世紀前葉に築造された古墳で、

出上し

た し

し

た

っ 2
 

構成に、 3条突帯4段構成が客体的に含まれている。

3条突帯のものは全体の器形の判明するものがない

ため、 2条突帯の円筒埴輪を中心にみると、各段の

幅が均等に割り付けられ、口縁部が大きく開く特徴

的な器形である。器高30~34cmの小型品で、突帯

は低平なM字形、内面に「X」のヘラ記号がある。

形態的特徴から 6世紀中頃のやや古い段階に位置づ

けられる。

毛塚32号墳では、北西周溝からまとまった状態

で円筒埴輪が出土した。円筒埴輪は2条突帯3段構

成のものが主体で、一部大型円筒埴輪の破片が含ま

れている。 2条突帯3段構成の円筒埴輪の特徴を列

記すれば、（1)口縁端部内面のヨコナデによる匙面、

(2)稜の明瞭な断面低台形の突帯、（3)透孔穿孔

後の入念なナデ調整、（4)突帯下側にめぐる連続

的な擦痕、（5)胎土中の白色針状物質の混入、な

どが挙げられる。これらの特徴に類似した円筒填輪

を周辺で探すと、直線距離にして約700mしか離れ

ていない桜山窯跡群の 1号～5号窯跡灰原、 B群南

斜面下灰原出土品の中に類例が存在することが判明

した（水村 1982)。特に、断続ナデ技法に類似する

突帯の下側をめぐる連続的な擦痕が指標となる。今

回は類例の提示にとどめ、同工品論的視点から再度

分析をおこないたい。

さて、毛塚32号墳からは通有の円筒埴輪に混じ

って、大型円筒埴輪の破片が少量出土した（第58

図84~87)。図上で器高93cmの5条突帯6段構成

の円筒埴輪に復元された。この規格と同じ大型円筒

埴輪が、近隣の諏訪山古墳群7号周溝から出土して

た

してし

2
 

と
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第113図 毛塚28号墳及び桜山窯跡群出土円筒埴輪

の共通性が指摘されている。

このように毛塚32号墳から出上した円筒埴輪の

多くは、桜山窯跡群から供給されたものと推測され

る。器形の特徴から山崎編年II期に比定され、 6世

紀前葉から中菜の年代を与えることができる。また、

桜山窯跡群の編年と対比すれば、飯塚編年の桜山第

II段階、江原編年の第II期に概ね該当する。飯塚氏

は桜山第II段階の年代を 6世紀第2四半期後半～6

世紀第3四半期前半に位置づけており、参考となる。

ここでは毛塚28号墳に後続する 6世紀中葉から後

葉の年代に位置づけておきたい。

毛塚34号培は、周溝の一部を確認しただけの部

分的な調査であったが、最下段の伸長化した円筒埴

輪（第63図 1)が出土しており、山崎編年III期に

位置づけられる。年代的には、毛塚32号墳に後続

する 6世紀後葉に比定される。

第1号埴輪棺は、毛塚32号埴の周溝外縁に埋設さ

れていた。調査の所見では、周溝がある程度埋まっ

た段階に側壁を掘削したと考えられる。 3条突帯4

段構成の円筒埴輪3個と、 2条3段構成の2個を組

み合わせたものである（第65図）。 3条突帯のもの

は同工品で、一括して入手したと考えられる。第2.

3段目に対向して大き目の透孔が穿孔されている。

また、 2条突帯のものは、毛塚28号墳例と同じ内

面に縦位のヘラ記号があり、転用の可能性が高い。

埴輪集中区出土の円筒埴輪（第67図）は、特徴

的な低平な突帯で、第 1号埴輪棺と同じく毛塚28

号墳から転用したものと考えられる。

このように第 1号埴輪棺および埴輪集中区の円筒

埴輪の一部には、毛塚28号墳に樹立されていたも

のが転用された蓋然性が高い。そのため、遺構自体

の年代は厳密には明らかにし得ないが、毛塚32号

墳の築造後、さほど時間をおかない範囲での所産と

想定される。

(4)形象埴輪について

試掘調査ながら毛塚28号墳では人物や馬などの

形象埴輪が良好な状態で出土したほか、毛塚32号
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第１図　埼玉県の地形図

墳に帰属する可能性の高い形象埴輪の破片がある。

毛塚28号培では、坊主頭の男子と島田櫂の女子か

らなる 3体以上の人物群、環状鏡板付轡の馬とf字

形鏡板付轡の馬の2体が少なくとも樹立されていた。

いずれも全体像の判るものはないが、培丘径17m 

の円墳としては十分すぎる内容である。

坊主頭の男子は、神奈川屎登山古墳出土の男子に

その風貌が似ているが、先端部をつまみ出したT字

形の棒状美豆良と垂髪を表現し、耳孔に接するよう

に耳環を貼付した剥落痕がみられた。下げ美豆良の

類例は桜山窯跡群でも出土している。顔の表現は鼻

筋の通った三角形の鼻や目・ロの形状、顎の造作な

どは基本的に共通しているが、眉が桜山窯跡群のよ

うに一本の粘土紐で表現せず、左右別々の粘土紐で

表現されている。全体の表現は岩鼻5号墳から出上

した鋸歯状冠帽を被る男子に類似している。

女子は、男子と同じ丸顔で目・ロ・鼻などの造作

も類似していることから同一のエ人（製作者）の手

になるものであろう。異なる点としては、耳の表現

が、耳孔の周りに貼付した円板状の粘土帯でなされ

ている。このような耳の表現は女子に限られた表現

である。やはり顔の表現は岩鼻5号墳出土の女子に

類似し、同一系列のエ人による作品であろう。なお、

接合はしなかったが、この女子像は左手に棒状のも

のを握っていた。棒状のものがいったい何を表現し

ているのか定説はないが、通常は右手にもつ場合が

多く特異な例である。

この他にも人物が捧げもつ壺などが出土しており、

さまざまな役割を渡じた人物から構成された埴輪群

いたことを

つし

〇

よう

し

ずれも桜山窯跡群にみられる特徴である。また馬形

埴輪では粘土紐で縁金具を表現したf字形鏡板や尻

繋に垂下された三鈴杏葉などの馬具表現は6世紀前

半代に多くみられるものである。これらの点から円

筒埴輪と同じく桜山窯跡群から供給された可能性が

高いといえよう。

(5)おわりに

毛塚古墳群をめぐる二、三の問題点について述べ

てきた。その結果、 6世紀前葉に毛塚33号墳が築

造され、その西側に人物、馬などの多彩な形象埴輪

群を樹立した毛塚28号墳が6世紀中葉に築造された。

相前後して毛塚32号墳が築造され、桜山窯跡群か

ら埴輪が供給されていたことが明らかとなった。そ

して、 6世紀後葉には毛塚34号墳が築造されたも

のと推測される。このように 6世紀前葉以降、問断

なく古墳が築造された状況が復元される。周辺の高

坂古墳群や諏訪山古墳群のように群中に有力な前方

後円墳は築造されていないが、 6世紀を中心に造墓

活動が繰り返されたと想定される。

紙幅の都合で埴輪棺などの副次的埋葬施設の性格

（註3)ついては、まったくふれることができなか

った。小規模埋葬施設に葬られた被葬者の性格や中

心埋葬施設の被葬者との関係性などの問題について

は、別稿で検討したい。また、毛塚古墳群を含む高

坂台地周辺の古墳群の成立と展開について、現在、

当団によって調査が進められている、低地部に立地

する反町遺跡などの古墳群の様相が解明された時点

をまって、再び検討をおこないたい。

によ ど、い
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第１図　埼玉県の地形図
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